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北
魏
以
来
、
北
朝
諸
国
家
が
機
構
内
に
抱
え
込
ん
だ
官
僚
の
資
質
面
で
当
面
し
た
問
題
は
、
軍
事
の
専
門
家
た
る
武
人
が
官
僚
と
し

て
適
応
し
い
行
政
能
力
・
倫
理
意
識
に
欠
け
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
北
朝
諸
国
家
に
と
り
、
南
朝
諸
国
家
と
の
対
立
、
華
北
で
の
東

西
分
裂
と
い
た
軍
事
的
緊
張
が
続
く
情
勢
下
に
お
い
て
は
、
軍
事
的
勝
利
が
最
優
先
課
題
と
な
り
、
か
か
る
問
題
は
二
次
的
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
だ
が
五
七
七
年
（
建
徳
６
）
に
北
斉
を
併
呑
し
て
華
北
を
束
ね
た
北
周
を
承
け
て
成
立
し
た
陪
朝
が
、
五
八
九

年
（
開
皇
９
）
に
陳
朝
を
滅
ぼ
し
て
国
内
を
統
一
し
軍
事
的
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
従
来
の
軍
事
を
最
優
先
す
る
方
針
か
ら
民
政

を
最
重
視
す
る
方
針
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
国
家
は
軍
事
に
の
み
強
く
行
政
能
力
が
弱
い
武
人
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よ
り
も
む
し
ろ
行
政
手
腕
に
長
け
た
人
材
を
欲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
武
人
の
家
に
と
っ
て
も
、
か
か
る
方
針
転
換
は
軍

事
に
依
っ
て
立
つ
、
従
来
の
態
度
を
改
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
軍
事
的
能
力
で
な
く
、
行
政
能
力
に
よ
り
立

つ
家
と
化
す
か
否
か
、
そ
こ
に
旧
来
の
武
人
の
家
の
浮
沈
が
か
か
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
・

北
朝
諸
国
家
に
お
け
る
武
人
官
僚
問
題
は
、
｜
面
民
族
問
題
で
も
あ
っ
た
。
北
魏
・
東
魏
・
北
斉
に
お
い
て
武
人
は
胡
族
（
鮮
卑

族
）
出
身
が
最
も
多
く
番
占
め
、
西
魏
・
北
周
に
お
い
て
は
、
東
魏
・
北
斉
に
比
べ
て
少
な
く
漢
族
も
含
む
と
は
い
え
、
軍
事
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
胡
族
（
鮮
卑
族
）
武
人
が
官
僚
と
し
て
の
倫
理
意
識
・
行
政
能
力
を
欠
い
て
い
た
の
は
、
そ
も
そ
も

漢
族
士
大
夫
の
具
有
し
て
い
た
学
問
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
学
問
を
漢
族
文
化
の
精
華
と
考
え
る
な
ら

ば
、
武
人
官
僚
問
題
は
漢
族
文
化
の
受
容
、
漢
化
問
題
と
も
一
一
一
一
口
え
よ
う
。
胡
族
（
鮮
卑
族
）
が
本
格
的
に
漢
族
文
化
を
受
容
し
は
じ
め

た
時
期
は
、
北
魏
孝
文
帝
が
四
九
三
年
（
太
和
Ⅳ
）
に
洛
陽
に
遷
都
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
胡
語
・
胡
服
の
禁
止
、
姓
族
詳
定
な
ど
の

一
連
の
漢
化
政
策
を
断
行
し
た
五
世
紀
末
で
あ
る
。
政
策
と
し
て
明
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
胡
族
（
鮮
卑
族
）
が
漢
族
文

化
の
精
華
た
る
学
問
を
積
極
的
に
吸
収
し
は
じ
め
た
の
も
、
こ
の
頃
か
と
予
想
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
私
は
漢
化
政
策
の
採
ら
れ
た
北
魏

代
か
ら
国
内
統
一
を
果
た
し
た
が
短
命
に
終
わ
っ
た
晴
朝
を
継
い
で
七
五
五
年
（
天
宝
ｕ
）
に
安
史
の
乱
が
勃
発
す
る
ま
で
一
○
○
年

以
上
に
一
曰
一
り
国
内
に
平
和
を
確
立
維
持
し
た
唐
代
ま
で
、
元
氏
及
び
陸
氏
の
学
問
の
習
得
状
況
、
そ
の
結
果
を
み
る
た
め
に
学
問
習
得

が
任
官
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
状
況
を
検
討
し
、
更
に
軍
事
へ
の
千

２

与
及
び
そ
の
放
棄
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
今
そ
の
結
論
を
要
約
す
る
と
、
元
氏
は
五
世
紀
末
北
魏
孝
文
帝
代
よ
り
本
格
的
に
学
問
を
習

い
は
じ
め
、
以
後
唐
代
ま
で
学
び
続
け
る
が
、
こ
れ
と
平
行
し
て
北
魏
代
、
東
西
両
魏
代
、
北
斉
・
北
周
代
、
晴
代
、
唐
代
に
秘
書
省

官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
者
を
出
し
た
。
軍
事
へ
の
干
与
に
つ
い
て
は
、
元
氏
は
学
問
を
受
容
す
る
前
か
ら
軍
事
に
深

く
関
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
後
北
魏
代
に
お
い
て
も
、
他
の
後
続
王
朝
に
お
い
て
も
関
わ
り
続
け
、
唐
代
に
至
っ
て
軍
事
に
関
わ
る
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の
を
や
め
て
お
り
、
唐
代
に
お
い
て
専
ら
学
問
を
家
業
の
基
軸
に
据
え
た
文
人
士
大
夫
の
家
と
化
し
た
と
言
え
よ
う
。
陸
氏
は
五
世
紀

末
に
漢
化
政
策
が
推
進
さ
れ
る
以
前
か
ら
学
問
を
受
容
し
は
じ
め
、
漢
化
政
策
の
断
行
以
後
東
西
両
魏
、
北
斉
・
北
周
の
東
西
対
立
時

代
に
か
け
て
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
者
を
出
し
た
。
軍
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
従
来
軍
事
を
専
業
と

し
て
い
た
陸
氏
は
、
北
魏
代
学
問
を
受
容
し
た
後
も
関
わ
り
続
け
、
北
魏
分
裂
後
の
東
西
対
立
時
代
に
も
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
身

を
寄
せ
て
い
た
東
魏
・
北
斉
に
お
い
て
は
軍
事
方
面
で
腕
を
振
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
修
得
し
た
学
問
を
生
か
し
て
中
書
省
官
。

尚
書
省
郎
官
を
輩
出
し
、
軍
事
よ
り
む
し
ろ
学
問
に
重
き
を
置
い
た
家
に
転
化
し
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

私
が
こ
れ
ま
で
胡
族
（
鮮
卑
族
）
の
漢
化
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
た
家
は
、
元
。
陸
二
氏
で
あ
り
、
こ
れ
は
五
世
紀
末

の
漢
化
政
策
が
推
進
さ
れ
た
中
心
に
位
置
し
て
い
た
胡
族
（
鮮
卑
族
）
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
北
魏
代
に
漢
化
政
策

の
中
心
に
い
た
元
氏
と
八
姓
（
穆
・
陸
・
賀
・
劉
〔
独
孤
〕
・
楼
・
子
・
穂
・
尉
）
の
中
、
既
に
検
討
し
た
元
・
陸
二
氏
、
ま
だ
検
討

３

し
て
い
な
い
が
伝
承
史
料
が
不
十
分
な
穆
・
賀
・
楼
・
稚
・
尉
五
氏
を
除
い
た
劉
（
独
孤
）
氏
と
干
氏
の
中
、
劉
（
独
孤
）
氏
を
元
。

陸
二
氏
と
同
一
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

尚
、
劉
（
独
孤
）
氏
の
表
記
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
独
孤
氏
は
四
九
六
年
（
太
和
卯
）
の
詔
勅
で
劉
氏
に
改
姓
し
た
が
、
（
『
賢

治
通
鑑
』
一
四
○
斉
紀
六
明
帝
建
武
三
年
回
九
六
〕
の
條
）
、
『
北
斉
書
』
・
『
周
瞥
』
・
『
階
書
』
・
『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
響
』
に
お

い
て
は
依
然
と
し
て
独
孤
氏
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
例
と
新
姓
劉
氏
に
従
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
史
料
に
劉
氏
と
記
戟
が
あ
る
場
合
に
は

独
孤
氏
の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
を
示
す
た
め
劉
（
独
孤
）
氏
と
記
し
、
独
孤
氏
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
独
孤
氏
と
表
示
す
る
こ

と
と
す
る
。
但
し
、
劉
（
独
孤
）
氏
と
表
記
す
る
場
合
に
は
、
時
に
は
劉
（
独
孤
）
氏
と
独
孤
氏
の
両
方
を
抱
括
し
て
意
味
す
る
こ
と

も
あ
る
。
例
え
ば
表
題
・
章
題
は
必
ず
か
か
る
意
味
で
用
い
、
文
中
で
は
抱
括
的
意
味
か
劉
氏
を
指
す
の
か
は
、
前
後
の
文
脈
よ
り
わ

か
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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第
二
早
劉
（
独
孤
）
氏
の
学
問
習
得

劉
（
独
孤
）
氏
は
左
に
掲
げ
た
系
図
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仙
劉
（
独
孤
）
敦
、
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
、
③
独
孤
伏
留
屯
・

有
居
斤
の
大
き
な
系
統
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
三
大
系
統
の
中
、
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
は
劉
（
独
孤
）
尼
が
「
代
人
な
り
。
本
姓
は

独
孤
氏
な
り
。
｜
と
あ
り
（
『
魏
書
』
三
○
本
伝
）
、
独
孤
氏
の
一
族
に
違
い
な
い
が
、
他
の
二
系
統
と
の
具
体
的
な
関
係
は
全
く
不
明

で
あ
る
。
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
と
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
の
両
系
統
は
、
前
者
が
「
後
魏
孝
文
の
洛
陽
に
徒
る
に
従
い
、
河
南
人
と

為
る
。
｜
と
あ
り
会
新
唐
書
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
、
以
下
『
新
唐
書
」
は
『
新
』
と
略
称
）
、
後
者
は
独
孤
俟
尼
の
代
に
一
利

一
》
←
】

平
中
（
四
六
○
～
四
六
五
）
、
良
家
の
子
を
以
て
雲
中
目
り
武
川
に
鎖
し
、
因
り
て
焉
に
家
す
。
」
と
あ
り
（
『
周
書
、
一
一
六
独
孤
信
伝
）
、

居
住
地
が
四
九
三
年
（
太
和
Ⅳ
）
に
洛
陽
に
遷
都
し
た
後
は
、
洛
陽
と
武
川
鎖
と
に
分
れ
、
両
者
の
具
体
的
な
関
係
は
不
明
で
あ
っ
た
。

③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
、
独
孤
俟
尼
が
武
川
鎖
に
移
住
し
て
か
ら
、
孫
の
独
孤
信
ま
で
三
代
に
亘
り
武
川
鎖
に
定
住
し
た
が
、

独
孤
信
の
代
に
北
魏
末
期
六
鎖
の
乱
を
避
け
て
中
山
郡
に
移
り
そ
の
後
荊
州
・
関
中
・
洛
陽
を
転
々
と
し
て
巡
っ
た
。
五
三
四
年
（
永

煕
３
）
に
は
信
任
を
受
け
て
い
た
北
魏
孝
武
帝
が
不
仲
と
な
っ
た
高
歓
の
軍
を
避
け
て
字
文
泰
の
被
護
を
求
め
て
洛
陽
か
ら
長
安
に
西

奔
し
た
折
り
、
独
孤
信
は
父
母
妻
子
を
棄
て
て
単
騎
で
こ
れ
に
陥
っ
た
。
孝
武
帝
の
西
走
が
契
機
と
な
っ
て
北
魏
が
東
西
に
分
裂
・

対
立
し
た
後
、
東
に
残
さ
れ
た
長
子
独
孤
羅
は
高
氏
に
囚
え
ら
れ
、
五
五
七
年
（
天
保
８
、
孝
聞
元
）
に
父
独
孤
信
が
趙
貴
と
と
も
に
、

字
文
泰
没
後
摂
政
と
し
て
政
権
を
掌
握
し
て
い
た
字
文
護
の
殊
殺
を
図
り
露
顕
し
て
殊
裁
さ
れ
る
と
釈
放
さ
れ
た
。
釈
放
後
、
独
孤
羅

は
｜
中
山
に
寓
居
し
、
孤
貧
に
し
て
以
て
自
ら
袷
す
る
無
し
。
斉
将
独
孤
永
業
は
宗
族
を
以
て
の
故
に
見
て
之
を
哀
み
、
為
に
田
宅
を

買
い
辿
る
に
資
畜
を
以
て
す
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
階
書
』
七
九
本
伝
）
、
②
独
孤
路
孤
系
統
に
属
す
る
独
孤
永
業
の
援
助
を
受
け
た
。

先
ず
は
、
劉
（
独
孤
）
氏
の
学
問
の
習
得
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
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独
孤
永
業
は
も
と
も
と
中
山
人
で
劉
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
母
の
再
婚
先
で
あ
る
独
孤
氏
に
伴
な
わ
れ
そ
こ
で
養
な
わ
れ
た
も
の
で

含
北
斉
書
』
四
一
本
伝
）
、
五
三
四
年
（
天
平
元
）
に
東
魏
が
郷
に
遷
都
す
る
ま
で
は
少
な
く
と
も
洛
陽
に
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
独
孤
信
が
中
山
郡
や
洛
陽
に
足
跡
を
残
し
て
い
る
点
か
ら
、
恐
ら
く
独
孤
永
業
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
地
で
独
孤
信
と
接
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
独
孤
永
業
は
独
孤
信
が
西
魏
に
加
担
し
て
い
る
時
で
も
東
魏
に
お
い
て
処
罰
を
受
け
て
い
な
い
点
か
ら
み
て
独
孤

信
と
近
い
親
戚
関
係
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
孤
羅
に
対
し
て
宗
族
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
助
け
の
手
を
伸
べ
て
お
り
、

②
独
孤
路
孤
系
統
と
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
の
同
族
意
識
は
弱
く
な
く
、
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
劉
（
独
孤
）

氏
の
学
問
習
得
状
況
を
、
以
上
の
三
系
統
に
分
け
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統

こ
の
系
統
は
劉
氏
と
呼
ば
れ
た
㈲
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
、
ｂ
劉
（
独
孤
）
環
祷
・
仕
篇
兄
弟
系
統
、
独
孤
氏
を
称
し
て
い
た
何

独
孤
万
齢
系
統
に
細
別
で
き
る
。
尚
、
劉
（
独
孤
）
殊
暉
と
劉
（
独
孤
）
環
篤
・
仕
儒
兄
弟
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
劉
（
独
孤
）

殊
暉
と
独
孤
万
齢
は
と
も
に
劉
（
独
孤
）
羅
辰
の
子
で
兄
弟
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
三
系
統
を
個
別
に
み
て
み
よ
う
。

仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統

こ
の
系
統
で
は
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
３
〕
（
？
～
四
七
四
）
・
劉
（
独
孤
）
社
生
〔
Ａ
４
〕
（
？
～
五
一
六
）
父
子
が
『
魏
書
』
三
○
、

４

劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
３
〕
は
そ
れ
に
加
え
て
『
北
史
』
一
一
八
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
学
問
を
習
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
。

⑧
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
５

劉
（
独
孤
）
殊
暉
〔
Ｂ
３
〕
の
後
商
で
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
な
の
が
、
唯
一
劉
（
独
孤
）
殊
暉
〔
Ｂ
３
〕
の
曽
孫
劉
（
独
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孤
）
仁
之
〔
Ｂ
６
〕
（
？
五
四
四
）
で
あ
り
、
北
魏
代
一
少
く
し
て
操
尚
有
り
。
粗
ぼ
書
史
を
捗
る
。
」
と
あ
り
（
「
北
史
』
一
一
○
本
伝
）
、

更
に
「
文
史
を
愛
好
し
、
人
流
を
敬
重
す
。
」
と
あ
る
（
同
上
）
。

ｂ
劉
（
独
孤
）
環
篤
・
仕
篇
系
統

こ
の
系
統
は
前
述
し
た
如
く
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
り
、
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
（
？
～
六
三
五
）
以

前
に
立
伝
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
の
一
一
世
代
前
の
劉
（
独
孤
）
環
簡
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
篤
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
、

６

父
の
劉
（
独
孤
）
坦
〔
Ｂ
８
〕
は
『
新
』
七
一
上
宰
相
世
系
表
一
上
に
名
前
と
就
い
た
宮
が
載
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
立
伝
さ
れ
て
い

な
い
の
で
詳
し
い
事
賦
は
わ
か
ら
な
い
。
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
は
学
問
を
学
ん
だ
様
子
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
晴
代
大
業

年
間
（
六
○
五
～
六
一
七
）
に
鷹
揚
府
司
馬
と
し
て
当
時
の
太
原
留
守
、
の
ち
の
唐
の
高
祖
李
淵
の
鱈
下
に
属
し
、
李
淵
が
兵
を
挙
げ

し
た
た

る
折
り
、
次
子
李
世
民
の
命
を
受
け
て
急
変
の
書
を
認
め
て
李
淵
に
従
わ
な
い
副
留
守
王
威
と
高
君
雅
が
謀
反
を
起
こ
そ
う
と
し
た
と

告
発
し
た
こ
と
か
ら
（
『
旧
唐
書
』
五
八
。
『
新
』
九
○
各
本
伝
、
以
下
、
『
旧
』
は
『
旧
唐
書
』
の
略
称
・
）
学
問
を
学
ん
で
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
以
後
で
は
、
玄
孫
の
劉
（
独
孤
）
髪
〔
Ｂ
⑬
〕
が
「
開
一
兀
中
（
七
一
一
一
一
～
七
四
一
）
、
功
臣

の
後
を
以
て
進
士
の
第
を
賜
わ
り
、
済
州
東
阿
県
令
と
為
る
。
」
と
あ
る
が
、
（
『
那
氏
聞
見
録
』
一
六
）
、
功
臣
の
子
で
あ
る
の
が
理
由

で
進
士
に
及
第
し
た
点
か
ら
、
こ
れ
は
彼
が
学
問
を
習
っ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
立
証
し
な
い
。
劉
（
独
孤
）
幾
〔
Ｂ
型
の
子
劉
（
独

孤
）
藻
〔
Ｂ
Ｕ
は
学
問
を
修
め
た
こ
と
を
記
す
記
述
は
み
え
な
い
が
、
彼
の
弟
劉
（
独
孤
）
全
成
〔
Ｂ
ｕ
〕
、
劉
（
独
孤
）
方
平

７

〔
Ｂ
ｕ
〕
は
「
皆
文
有
り
。
」
と
あ
り
（
同
空
、
劉
（
独
孤
）
藻
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
咽
〕
は
八
一
一
六
年
（
宝
暦
２
）

に
進
士
に
及
第
し
て
お
り
（
同
上
）
、
学
問
を
修
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
酉
の
８
人
の
子
劉
（
独

孤
）
珪
〔
Ｂ
四
・
畷
〔
Ｂ
蛆
〕
・
汗
〔
Ｂ
姐
〕
・
崇
舞
（
夷
）
〔
Ｂ
焔
〕
・
崇
亀
〔
Ｂ
焔
〕
・
崇
望
（
八
三
八
～
八
九
九
）
〔
Ｂ
蛆
〕
・
崇
暮

〔
Ｂ
ｕ
は
全
員
進
士
に
登
策
し
た
（
『
旧
五
代
史
』
六
八
劉
岳
伝
）
。
こ
の
８
人
中
合
格
年
が
明
ら
か
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
劉
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こ
の
系
統
に
お
い
て
最
初
に
学
問
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
独
孤
万
齢
〔
Ｂ
３
〕
の
子
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
で
あ
り
、
「
善
く
左

右
に
射
、
学
は
金
匿
の
奥
を
極
む
。
」
と
あ
る
弓
毘
陵
集
』
一
○
「
独
孤
通
理
霊
表
」
）
。
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
の
子
独
孤
帰
〔
Ｂ
５
〕
に

（
独
孤
）
崇
亀
〔
Ｂ
型
が
八
六
五
年
（
威
通
６
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
坊
〕
が
八
七
四
年
（
威
通
過
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
魯
〔
Ｂ

蛆
〕
が
八
八
○
年
（
広
明
元
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
謨
〔
Ｂ
型
が
八
八
三
年
（
中
和
３
）
に
各
々
及
第
し
て
お
り
（
『
旧
』
一
七
九
各
本

伝
）
、
い
ず
れ
も
唐
末
九
世
紀
末
に
集
中
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
挙
げ
た
劉
（
独
孤
）
珪
〔
Ｂ
焔
〕
兄
弟
も
す
べ
て
学

問
を
修
得
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
更
に
劉
（
独
孤
）
珪
〔
Ｂ
坊
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
は
「
文
を
為
す
こ
と
敏

速
に
し
て
、
尤
も
談
譜
を
善
く
す
。
（
略
）
（
劉
）
岳
は
文
学
の
外
、
典
礼
に
通
ず
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
旧
五
代
史
』
六
八
本
伝
）
、
文

学
・
礼
学
に
通
暁
し
、
唐
が
滅
亡
す
る
僅
か
３
年
前
、
九
○
四
年
（
天
復
４
）
に
は
進
士
に
及
第
し
爲
新
五
代
史
』
五
五
本
伝
）
、
後

唐
天
成
年
間
（
九
二
六
～
九
三
○
）
に
は
明
宗
の
詔
を
奉
じ
て
『
新
書
儀
』
を
撰
し
た
（
『
旧
五
代
史
』
六
八
・
『
新
五
代
史
』
五
五
各

本
伝
）
。
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
温
奥
〔
Ｂ
旧
〕
（
九
○
九
～
九
七
二
は
五
代
か
ら
宋
初
に
か
け
て
活
躍
す
る
が
、

「
性
は
重
厚
方
正
に
し
て
、
動
も
す
れ
ば
礼
法
に
遵
う
。
（
略
）
（
劉
〔
独
孤
〕
）
温
輿
は
七
歳
に
し
て
能
く
文
を
属
り
、
楕
隷
を
善
く

す
。
」
と
あ
り
（
「
宋
史
』
二
六
二
本
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
温
里
〔
Ｂ
岨
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
炳
〔
Ｂ
四
〕
・
樺
〔
Ｂ
四
〕
兄
弟
は
宋
代
に

お
い
て
及
第
し
（
同
上
）
、
劉
（
独
孤
）
樺
百
四
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
几
〔
Ｂ
別
〕
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
蒙
僑
な
り
。
長
じ

て
節
を
折
り
て
書
を
読
み
、
進
士
に
第
す
。
」
と
あ
り
（
『
宋
史
』
二
六
二
本
伝
）
、
い
ず
れ
も
学
問
を
修
得
し
て
い
た
。
以
上
を
要
す

る
に
、
唐
末
の
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
応
〕
以
前
、
劉
（
独
孤
）
環
椅
・
仕
儒
系
統
で
学
問
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
直
接
確
認
し
得
た
の

は
、
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
・
劉
（
独
孤
）
全
成
〔
Ｂ
型
・
劉
（
独
孤
）
方
平
〔
Ｂ
⑬
〕
の
世
代
の
離
れ
た
３
人
だ
け
で
あ
る
が
、

劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
焔
〕
以
後
は
、
末
代
の
劉
（
独
孤
）
几
〔
Ｂ
別
〕
ま
で
六
世
代
に
亘
っ
て
代
々
学
問
を
修
め
た
。

劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
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つ
い
て
は
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
独
孤
帰
〔
Ｂ
５
〕
の
子
独
孤
翼
〔
Ｂ
６
〕
は
「
博
学
を
以
て
、
東
宮
に
侍
講

す
。
」
と
あ
る
（
同
上
）
。
独
孤
翼
〔
Ｂ
６
〕
の
子
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
（
？
～
五
八
○
）
は
前
述
し
た
如
く
中
山
郡
の
劉
氏
の
生
ま
れ

で
あ
っ
た
が
、
母
の
再
婚
先
で
あ
る
独
孤
氏
で
養
育
さ
れ
、
独
孤
氏
の
姓
に
従
っ
た
。
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
は
墨
曰
計
を
解
く
し
、
歌

舞
を
善
く
す
。
」
と
あ
り
（
『
北
斉
書
』
四
一
本
伝
）
、
独
孤
永
業
〔
Ｂ
Ｌ
の
子
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
も
「
文
を
経
と
し
、
武
を
緯
と

８

す
。
」
と
あ
る
（
『
唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
』
｜
独
孤
思
敬
墓
誌
銘
井
序
」
）
。
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
子
独
孤
叔
徳
〔
Ｂ
９
〕
、
孫
の
独
孤
文

恵
〔
Ｂ
、
〕
は
学
問
を
学
ん
だ
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
曽
孫
で
独
孤
元
康
〔
Ｂ
、
〕
の
子
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
、
〕
（
六
四
一
一
～
六
九
七
）

は
唐
人
で
あ
る
が
、
「
八
歳
に
し
て
詩
礼
を
受
く
。
十
五
に
し
て
撃
剣
を
学
ぶ
。
廿
に
し
て
博
く
群
籍
を
綜
ぶ
」
と
あ
り
（
『
唐
長
安
城

郊
晴
唐
墓
』
「
独
孤
思
貞
墓
誌
銘
」
）
、
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
従
兄
弟
独
孤
思
陳
〔
Ｂ
、
〕
の
子
独
孤
通
理
〔
Ｂ
型
（
六
八
七
～
七
四

一
一
一
）
は
「
太
極
元
年
（
七
一
一
一
）
、
詔
し
て
文
の
以
て
邦
国
を
経
る
べ
き
者
を
挙
げ
し
む
。
宣
労
使
源
乾
曜
は
公
を
以
て
賦
に
充
っ
・

時
に
策
に
対
う
る
者
、
数
百
人
な
り
。
公
と
榮
陽
の
鄭
少
微
は
特
に
科
首
を
冠
し
、
起
家
し
て
同
州
都
陽
県
尉
を
拝
す
。
」
と
あ
る
如

く
（
『
昆
陵
集
』
一
○
「
独
孤
通
理
霊
表
」
）
、
七
一
一
一
年
（
太
極
元
）
に
制
挙
（
文
可
以
経
邦
科
）
に
漢
人
名
族
榮
陽
郡
の
鄭
少
微
と

９

と
も
に
首
位
で
及
第
し
た
。
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
子
独
孤
燈
〔
⑬
〕
（
七
一
一
一
～
七
四
一
一
）
は
「
沈
毅
果
断
な
り
・
聡
敏
に
し
て
学

問
を
好
む
。
弱
歳
に
し
て
『
左
氏
春
秋
』
を
専
ら
に
す
。
画
に
工
に
し
て
尤
も
音
律
を
善
く
す
。
図
書
の
奥
を
探
求
せ
ざ
る
は
莫

し
。
」
と
あ
り
（
同
書
一
○
「
独
孤
燈
墓
誌
」
）
、
弟
の
独
孤
及
〔
Ｂ
⑬
〕
（
七
一
一
五
～
七
七
七
）
は
七
五
四
年
（
天
宝
姐
）
に
は
制
挙

（
洞
暁
玄
経
科
）
に
及
第
し
（
『
新
』
一
六
一
一
本
伝
）
、
別
集
『
毘
陵
集
』
一
一
○
巻
を
適
し
た
が
、
彼
が
幼
少
期
に
学
問
に
努
め
た
姿
と

し
て
、
「
常
州
（
Ⅱ
独
孤
及
）
、
元
和
を
粟
け
て
以
て
生
ま
る
。
幼
く
し
て
成
人
の
量
有
り
。
秘
監
府
君
Ｔ
独
孤
通
理
）
、
親
し
く
授

く
る
に
「
孝
経
』
を
以
て
す
。
常
州
、
’
た
び
覧
て
調
を
成
す
。
秘
監
問
う
、
『
汝
、
何
れ
の
句
を
志
す
や
』
と
・
対
え
て
曰
く
、
『
身

し
ろ

を
立
て
て
道
を
行
な
い
、
名
を
後
世
に
褐
ぐ
。
是
れ
を
志
す
。
』
と
。
是
れ
自
り
編
く
五
経
を
覧
、
其
の
大
義
を
観
、
章
句
の
学
を
為
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さ
ず
。
」
と
あ
り
角
唐
文
梓
』
五
八
崔
祐
甫
「
独
孤
及
神
道
碑
銘
井
序
」
）
、
成
人
し
て
か
ら
は
「
天
宝
の
末
に
李
華
・
繭
穎
士
等
と
名

を
斉
し
く
し
、
善
く
文
を
為
す
。
著
わ
す
所
の
『
仙
掌
銘
』
は
、
大
い
に
時
流
の
賞
す
る
所
と
為
る
。
」
と
あ
る
如
く
（
「
旧
』
’
六
八

本
伝
）
、
漢
人
名
族
の
趙
郡
の
李
華
ら
と
等
し
く
文
章
の
上
で
名
声
を
厩
ち
得
た
。
独
孤
及
〔
Ｂ
型
の
弟
独
孤
王
〔
Ｂ
田
〕
（
七
三
八

～
七
六
○
）
は
「
少
く
し
て
聡
明
に
し
て
志
操
有
り
。
学
を
好
み
、
古
に
博
し
。
年
十
五
に
し
て
、
能
く
文
を
属
る
。
典
謨
を
祖
述
し
、

実
に
し
て
華
な
ら
ず
。
古
人
の
風
彩
有
り
。
」
と
あ
り
（
『
毘
陵
集
』
一
○
「
独
孤
王
墓
誌
」
）
、
独
孤
王
百
田
〕
の
弟
独
孤
万
〔
Ｂ

‐

Ⅲ
〕
（
七
一
一
一
一
一
～
七
六
○
）
は
「
性
は
静
を
専
ら
に
し
、
内
は
敏
な
り
。
幹
局
有
り
て
、
才
芸
多
し
。
学
を
嗜
み
古
を
好
み
、
老
恥
・

荘
周
の
書
を
調
え
、
其
の
大
略
を
究
む
。
」
と
あ
り
（
同
書
一
○
「
独
孤
万
墓
誌
」
）
、
独
孤
万
〔
Ｂ
過
〕
の
弟
独
孤
正
〔
Ｂ
田
〕
（
七
三

Ｉ Ｕ

－
～
七
七
六
）
は
一
嘗
て
調
う
、
『
学
は
義
の
府
な
り
。
文
は
質
の
薄
な
り
。
故
に
心
を
典
墳
に
娯
し
ま
し
め
、
詞
芸
を
簡
棄
す
。
』

と
。
」
と
あ
り
（
『
文
苑
英
華
」
九
六
○
梁
爾
一
独
孤
正
墓
誌
銘
」
）
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
皿
〕
の
子
独
孤
僚
〔
Ｂ
型
兄
弟
が
学
問
を
修
め
、

科
挙
登
第
者
も
出
し
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
世
代
が
下
っ
て
、
独
孤
及
〔
Ｂ
型
の
子
独
孤
朗
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
、
「
公
生
ま
れ
て
数
歳

に
し
て
、
窓
公
（
Ⅱ
独
孤
及
）
残
す
。
弟
の
（
独
孤
）
郁
と
皆
伯
父
母
の
養
う
所
な
り
。
梢
長
じ
て
書
を
読
む
を
好
み
、
師
を
煩
わ
さ

と
ら

ず
。
年
二
十
一
に
し
て
弟
（
独
孤
）
郁
と
同
に
来
た
り
て
進
士
に
挙
げ
ら
れ
る
。
其
の
一
一
年
、
既
に
之
を
得
た
り
。
会
々
有
司
賦
題
を

出
し
、
徳
宗
悦
ば
ず
。
宰
相
輪
し
て
人
数
を
減
ら
し
む
。
故
に
公
は
十
餘
人
と
皆
劉
せ
ら
る
。
」
と
あ
り
（
『
李
文
公
集
』
’
四
「
独
孤

（
補
注
１
）

朗
墓
誌
」
）
、
独
孤
朗
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
弟
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
七
九
八
年
（
貞
一
兀
皿
）
に
進
士
に
及
第
し
、
八
○
六
年
（
元
和
元
）
に
制
挙

（
才
識
兼
茂
・
明
於
体
用
科
）
に
登
第
し
、
「
文
学
に
父
（
独
孤
及
）
の
風
有
り
。
「
｜
と
評
せ
ら
れ
た
（
『
旧
』
一
六
八
本
伝
）
。
独
孤
郁

〔
Ｂ
ｕ
〕
の
子
独
孤
岸
〔
Ｂ
姐
〕
も
年
代
は
不
明
だ
が
、
進
士
に
合
格
し
た
（
『
旧
』
’
六
八
・
『
新
』
’
六
二
各
本
伝
）
。
以
上
、
唐
代

前
期
の
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
か
ら
後
期
の
独
孤
岸
〔
Ｂ
胆
〕
ま
で
親
子
四
代
に
亘
っ
て
学
問
を
修
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

独
孤
通
理
〔
Ｂ
Ⅲ
〕
の
直
系
以
外
に
も
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
型
の
兄
弟
の
後
商
に
、
学
問
を
修
め
た
も
の
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
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独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
兄
独
孤
含
章
〔
Ｂ
⑫
〕
の
曽
孫
独
孤
申
叔
〔
Ｂ
巧
〕
（
七
七
六
～
八
○
二
）
は
、
「
書
を
読
み
て
孔
子
の
道
を
推

し
、
必
ず
諸
を
其
の
中
に
求
む
。
其
の
文
を
為
す
こ
と
深
く
し
て
厚
し
。
尤
も
古
雅
を
慕
い
、
賦
頌
を
善
く
す
。
其
の
要
は
、
威
道
に

帰
す
。
」
と
あ
り
（
『
註
釈
音
辮
唐
柳
先
生
集
』
十
一
「
独
孤
申
叔
墓
硯
」
）
、
七
九
七
年
（
貞
一
兀
田
）
に
進
士
に
及
第
し
（
同
上
）
、
七

九
九
年
（
同
巧
）
に
制
挙
（
博
学
鴻
詞
科
）
に
合
格
し
た
（
同
上
）
・

独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
弟
独
孤
道
済
〔
Ｂ
型
の
直
系
で
は
、
独
孤
価
〔
Ｂ
週
〕
の
二
子
独
孤
裳
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
密
〔
Ｂ
ｕ
〕
兄
弟
が
、

「
（
邪
寧
節
度
使
楊
朝
晟
は
）
今
又
能
く
労
く
文
雅
を
貴
び
、
符
を
以
て
文
士
の
秀
で
た
る
者
を
召
す
・
河
南
の
独
孤
密
を
署
し
て
記

室
と
為
し
、
文
翰
を
職
ら
し
む
。
嘉
然
と
し
て
士
を
得
る
の
称
を
、
談
者
の
口
よ
り
致
す
。
蓋
し
朝
廷
の
勇
爵
を
以
て
将
帥
を
論
ず
る

は
、
豈
に
艦
な
る
や
。
独
孤
生
（
Ⅱ
独
孤
密
）
は
、
仲
兄
の
（
独
孤
）
墓
と
連
り
に
進
士
に
挙
げ
ら
る
・
時
を
並
べ
て
漢
中
・
新
平
の

二
連
師
府
に
お
い
て
、
管
記
た
り
（
韓
注
「
独
孤
室
は
、
山
南
西
道
節
度
（
使
）
厳
震
の
掌
書
記
為
り
・
新
平
は
、
即
ち
邪
州
な
り
。
』
）
・

倶
に
筆
硯
を
以
て
、
旧
徳
を
承
荷
す
。
位
は
未
だ
達
せ
ず
し
て
、
栄
は
貴
仕
の
如
し
。
其
れ
難
き
か
な
・
」
と
あ
る
如
く
（
『
注
釈
音
辮

唐
柳
先
生
集
』
二
二
「
送
邪
寧
独
孤
書
記
赴
辞
命
序
」
）
、
兄
の
独
孤
篦
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
厳
震
が
山
南
西
道
節
度
便
で
あ
っ
た
七
八
○
年

（
建
中
元
）
か
ら
七
九
九
年
（
貞
元
胆
）
ま
で
の
間
に
掌
書
記
と
な
り
、
弟
の
独
孤
密
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
楊
朝
晟
が
邪
寧
節
度
使
の
職
を
占

め
て
い
た
七
九
六
年
（
貞
元
⑫
）
か
ら
八
○
一
年
（
同
、
）
ま
で
の
間
に
記
室
Ⅱ
掌
書
記
を
勤
め
て
各
々
文
筆
を
振
う
一
方
、
’
一
人
と

も
進
士
に
推
挙
さ
れ
、
兄
独
孤
宴
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
七
九
一
年
（
貞
元
７
）
に
進
士
に
及
第
し
た
（
同
上
）
。
更
に
独
孤
密
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
子

独
孤
雲
〔
Ｂ
烟
〕
も
八
三
七
年
（
開
成
２
）
に
進
士
に
登
っ
た
（
「
李
義
山
詩
集
』
六
「
妓
席
暗
記
送
同
年
独
孤
雲
之
武
昌
」
）
・

以
上
検
討
し
て
き
た
何
独
孤
万
齢
系
統
に
お
け
る
学
問
の
習
得
状
況
を
整
理
す
る
と
、
北
魏
代
か
ら
階
代
に
か
け
て
は
独
孤
稽
〔
Ｂ

２
・
独
孤
翼
〔
Ｂ
６
〕
・
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
・
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
が
、
学
問
を
学
ん
で
い
た
。
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
前
期
に

独
孤
思
貞
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
独
孤
通
理
〔
Ｂ
型
が
学
問
を
修
め
、
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
特
に
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
直
系
の
子
孫
に
独
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孤
燈
〔
Ｂ
⑬
〕
兄
弟
・
独
孤
朗
〔
Ｂ
ｕ
〕
兄
弟
・
独
孤
痒
〔
Ｂ
画
な
ど
学
問
を
習
っ
て
い
た
も
の
が
集
中
的
に
み
ら
れ
、
科
挙
合
格

者
を
複
数
世
に
送
っ
た
。
こ
の
他
、
唐
代
後
期
に
は
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
兄
独
孤
含
章
〔
Ｂ
⑫
〕
の
直
系
で
、
独
孤
申
叔
〔
Ｂ

酉
が
科
挙
に
合
格
し
た
り
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
弟
独
孤
道
済
〔
Ｂ
⑫
〕
の
直
系
で
独
孤
楚
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
密
〔
Ｂ
皿
〕
兄
弟
、
独

孤
雲
〔
Ｂ
酉
が
学
問
を
修
め
た
り
科
挙
に
登
第
す
る
も
の
を
出
し
た
り
し
た
。
要
す
る
に
、
何
独
孤
万
齢
系
統
は
、
北
斉
代
か
ら
唐

代
前
期
に
か
け
て
学
問
を
学
ん
で
い
た
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
唐
代
後
期
に
よ
り
恒
常
的
に
広
が
っ
て
学
問
を
修
め
た
と
言
え
よ
う
。

③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統

０ ２

こ
の
系
統
は
、
独
孤
有
居
斤
〔
Ｃ
Ｏ
〕
の
曽
孫
独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
（
五
○
一
一
一
～
五
五
七
）
の
３
人
の
娘
が
北
周
明
帝
。
階
文
帝
・
唐

高
祖
李
淵
の
父
李
炳
に
嫁
ぎ
、
各
々
敬
后
・
文
献
皇
后
・
元
貞
皇
后
と
呼
ば
れ
た
（
『
周
書
』
一
六
独
孤
信
伝
）
。
こ
の
よ
う
に
北
周
。

階
・
唐
の
各
宗
室
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
連
続
す
る
三
王
朝
の
中
枢
に
深
く
関
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
系
統
は
唐
代
に
お
け

る
史
料
が
少
な
く
、
北
魏
代
の
独
孤
有
居
斤
〔
Ｃ
Ｏ
〕
か
ら
陪
代
の
独
孤
開
遠
〔
Ｃ
６
〕
・
唐
初
ま
で
生
き
た
独
孤
懐
恩
６
５
〕

（
五
八
五
～
六
二
○
）
ま
で
し
か
続
け
て
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
系
統
で
は
、
独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
が
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
は
、

明
文
が
な
く
直
接
確
認
で
き
な
い
が
、
西
魏
代
五
四
○
年
（
大
統
６
）
に
秦
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
、
｜
是
よ
り
先
、
守
宰
は
闇
弱
に
し

て
、
政
令
は
方
に
乖
る
。
民
に
菟
訟
有
る
も
、
歴
年
断
決
す
る
能
わ
ず
。
（
独
孤
）
信
の
州
に
在
る
に
及
ん
で
、
事
墾
滞
無
し
。
示
す

に
礼
教
を
以
て
し
、
勧
む
る
に
耕
桑
を
以
て
す
。
数
年
の
中
、
公
私
富
実
た
り
。
流
民
の
附
か
ん
と
願
う
者
数
万
家
な
り
。
太
祖
（
字

文
泰
）
、
其
の
信
の
遼
邇
に
箸
わ
る
る
を
以
て
の
故
に
、
名
を
賜
い
て
『
信
』
と
為
す
。
」
と
あ
る
如
く
（
「
周
書
』
十
六
本
伝
）
、
司
法

上
の
懸
案
を
処
理
す
る
の
に
必
要
な
法
知
識
を
備
え
、
礼
教
を
示
す
の
に
必
要
な
学
問
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
下
の
世

代
で
は
、
学
問
を
修
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
唯
一
独
孤
懐
恩
〔
Ｃ
５
〕
の
み
で
、
「
長
ず
る
に
逮
ん
で
、
梢
記
書
を
学
ぶ
。
」

と
あ
る
（
『
新
』
二
○
六
本
伝
）
。
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仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統

こ
の
系
統
で
は
、
劉
（
独
孤
）
敦
〔
Ａ
０
〕
が
北
魏
道
武
帝
代
に
功
績
を
挙
げ
て
方
面
大
人
と
な
っ
た
が
（
『
魏
書
』
三
○
劉
尼
伝

。
「
北
史
』
二
八
同
伝
）
、
軍
功
な
の
か
、
そ
れ
と
も
違
う
勲
功
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
・
劉
（
独
孤
）
敦
〔
Ａ
０
〕
の
孫
劉
（
独
孤
）

婁
〔
Ａ
２
〕
は
冠
軍
将
軍
に
就
き
（
同
上
）
、
劉
（
独
孤
）
雲
〔
Ａ
２
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
３
〕
は
「
少
く
し
て
壮
健
た
り
・

勇
果
に
し
て
射
を
善
く
す
。
」
と
あ
り
（
『
魏
書
』
一
一
一
○
本
伝
）
、
弓
の
腕
前
を
認
め
た
北
魏
太
武
帝
に
よ
り
羽
林
中
郎
を
授
け
ら
れ

（
『
魏
書
』
一
一
一
○
・
『
北
史
』
一
一
八
各
本
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
３
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
社
生
〔
Ａ
４
〕
は
北
魏
宣
武
帝
代
に
寧
朔

将
軍
・
歩
兵
校
尉
に
任
命
さ
れ
た
（
『
魏
書
』
’
一
一
○
本
伝
）
。
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統
は
、
劉
（
独
孤
）
敦
〔
Ａ
０
〕
は
明
文
が
な
く
直

第
二
章
劉
（
独
孤
）
氏
と
軍
事

杢
早
で
は
、
劉
（
独
孤
）
氏
の
軍
事
へ
の
関
与
を
軍
事
的
能
力
、
実
戦
へ
の
参
加
・
軍
功
・
武
官
へ
の
任
官
状
況
を
通
し
て
第
一

章
で
分
け
た
系
統
別
に
従
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
、
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
、
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統
（
⑥
劉
〔
独
孤
〕
殊
暉
系
統
。
⑪
劉
〔
独
孤
〕
環
祷
・
仕
篤
兄
弟
系
統

。
⑥
独
孤
万
齢
系
統
）
、
③
独
孤
伏
留
屯
。
有
居
斤
系
統
に
お
け
る
学
問
の
習
得
状
況
を
北
魏
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
検
討
し
た
が
、

関
連
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
は
北
魏
代
、
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
唐
初
ま
で
し
か
辿
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
展
開
を
十
分
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統
は
、
そ
の
中
の
⑥
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
は
北
魏
代
ま
で

し
か
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
佃
劉
〔
独
孤
〕
環
篤
。
仕
儒
兄
弟
系
統
と
回
独
孤
万
齢
系
統
は
各
々
晴
代
と
唐
代
、
北
魏
代
か
ら
唐

代
ま
で
学
問
を
学
ん
で
お
り
、
特
に
唐
代
後
期
に
お
い
て
学
問
を
修
め
た
も
の
が
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
多
く
確
認
で
き
る
。
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②
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統

こ
の
系
統
は
、
北
魏
代
ま
た
は
東
西
両
魏
・
北
斉
・
北
周
の
東
西
対
立
時
代
に
生
き
た
と
思
わ
れ
る
劉
（
独
孤
）
桃
湯
〔
Ｂ
７
〕
ま

で
し
か
辿
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
み
て
み
よ
う
。

劉
（
独
孤
）
殊
暉
〔
Ｂ
３
〕
は
、
父
の
劉
（
独
孤
）
羅
辰
〔
Ｂ
２
〕
が
北
魏
道
武
帝
代
に
中
原
を
征
服
し
た
折
り
に
挙
げ
た
軍
功
に

よ
り
征
東
将
軍
・
定
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
の
が
認
め
ら
れ
る
が
（
『
魏
書
』
八
三
上
劉
羅
辰
伝
・
『
北
史
』
二
○
同
伝
）
、
本
人
と
軍

事
と
の
関
わ
り
は
確
認
で
き
な
い
。
以
下
、
劉
（
独
孤
）
殊
暉
〔
Ｂ
３
〕
の
子
孫
を
み
る
と
、
孫
の
劉
（
独
孤
）
求
引
〔
Ａ
４
〕
と
曽

孫
の
劉
（
独
孤
）
仁
之
〔
Ａ
５
〕
が
各
々
衛
将
軍
に
就
き
（
『
魏
書
』
八
三
上
各
本
伝
）
、
同
じ
く
曽
孫
の
劉
（
独
孤
）
嵩
〔
Ａ
５
〕
が

北
魏
宣
武
帝
代
と
目
さ
れ
る
時
代
に
龍
門
都
将
を
授
け
ら
れ
て
お
り
含
北
史
』
二
○
本
伝
）
、
北
魏
代
に
お
い
て
軍
事
に
関
わ
っ
て
い

た
の
が
認
め
ら
れ
る
。

接
確
認
は
で
き
な
い
が
、
劉
（
独
孤
）
婁
〔
Ａ
２
〕
・
尼
〔
Ａ
３
〕
・
社
生
〔
Ａ
４
〕
の
三
代
に
亙
り
武
官
に
任
官
し
て
お
り
、
軍
事

に
干
与
し
て
い
た
と
み
な
せ
る
。

こ
の
系
統
は
、
第
三

し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

②
劉
（
独
孤
）
殊
面

こ
の
系
統
は
、
北
魏
上

回
劉
（
独
孤
）
環
儒
・
仕
祷
兄
弟
系
統

こ
の
系
統
は
、
北
斉
代
の
劉
（
独
孤
）
環
篇
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
篤
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
と
五
世
祖
劉
（
独
孤
）
羅
辰
〔
Ｂ
２
〕
と
の
間
の
四

②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統

こ
の
系
統
は
、
第
一
章
と
同
様
に
回
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
、
ｂ
劉
（
独
孤
）
環
簡
・
仕
篇
兄
弟
系
統
、
何
独
孤
万
齢
系
統
に
三
分
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こ
の
系
統
で
は
独
孤
刀
齢
〔
Ｂ
３
〕
の
子
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
が
「
善
く
左
右
に
射
、
学
は
金
匿
の
奥
を
極
む
・
」
と
あ
り
（
『
毘
陵

集
』
一
○
「
独
孤
通
理
霊
表
」
前
出
）
、
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
の
曽
孫
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
が
「
文
武
を
兼
ね
備
え
る
を
以
て
、
斉
王

な

を
佐
け
て
狢
に
入
り
郭
に
定
む
。
」
と
あ
り
（
『
毘
陵
集
』
’
○
「
独
孤
稽
霊
表
」
）
、
「
弓
馬
に
便
る
」
と
あ
り
（
『
北
斉
書
』
四
一
本

伝
）
、
北
斉
。
北
周
の
角
逐
で
は
北
斉
側
に
立
ち
五
六
四
年
（
河
清
３
）
に
周
軍
が
洛
州
に
攻
め
寄
せ
て
き
た
の
を
攻
防
三
○
日
間
、

援
軍
が
来
る
ま
で
持
ち
こ
た
え
（
同
上
）
、
戦
陣
に
お
い
て
力
を
振
っ
た
。
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
の
子
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
は
「
文
を

経
と
し
、
武
を
緯
と
す
。
」
と
あ
り
（
『
唐
長
安
城
郊
暗
唐
墓
』
「
独
孤
思
敬
墓
誌
」
前
出
）
、
直
閣
将
軍
な
る
武
官
職
に
就
い
た
（
同

上
）
。
下
っ
て
唐
代
に
お
い
て
、
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
子
独
孤
義
恭
〔
Ｂ
９
〕
は
右
衛
郎
将
・
左
術
中
郎
将
・
佐
監
門
率
を
歴
任
し

（
『
金
石
華
編
』
六
九
「
独
孤
仁
政
碑
」
）
、
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
曽
孫
で
独
孤
義
恭
〔
Ｂ
９
〕
の
孫
独
孤
仁
政
〔
Ｂ
ｕ
〕
（
六
一
一
一
一
一
～

七
○
八
）
は
左
勲
衛
左
金
吾
引
駕
よ
り
起
家
し
た
（
同
上
）
。
更
に
同
世
代
の
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
曽
孫
独
孤
峻
〔
Ｂ
型
は
左
金

世
代
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
な
く
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
北
斉
代
の
劉
（
独
孤
）
環
祷
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
祷
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
以
降

の
状
況
し
か
窺
え
な
い
。
以
下
、
こ
の
系
統
を
み
る
と
、
劉
（
独
孤
）
仕
篤
〔
Ｂ
７
〕
の
孫
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
が
前
述
し
た

如
く
、
晴
代
大
業
年
間
に
太
原
の
鷹
揚
府
司
馬
に
就
い
て
お
り
（
『
旧
』
五
八
・
『
新
』
九
○
各
本
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
仕
祷
〔
Ｂ
７
〕

の
玄
孫
劉
（
独
孤
）
循
〔
Ｂ
型
が
唐
代
に
金
吾
将
軍
に
就
い
た
の
が
（
『
新
』
七
一
上
宰
相
世
系
表
一
上
）
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
、

あ
と
は
す
べ
て
文
官
に
就
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
劉
（
独
孤
）
循
百
ｕ
〕
は
生
存
年
代
が
階
・
唐
初
に
生
き
た
劉
（
独
孤
）
政

会
〔
Ｂ
９
〕
よ
り
一
一
世
代
下
で
あ
る
点
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
唐
前
期
の
人
物
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
が
金
吾
将
軍
に
就
い
た
の
は

唐
前
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
ｂ
劉
（
独
孤
）
環
篇
・
仕
祷
系
統
は
軍
事
に
関
わ
る
の
は
唐
前
期
で
終
わ
り
、
後
期
に
は
全

く
干
与
し
な
く
な
っ
た
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

ロ
独
孤
万
齢
系
統
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吾
大
将
軍
（
「
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
）
、
同
じ
く
独
孤
思
荘
〔
Ｂ
、
〕
は
右
金
吾
大
将
軍
（
同
上
）
、
同
じ
く
独
孤
思
貞
〔
Ｂ

ｕ
〕
は
左
監
門
兵
曹
（
「
唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
』
「
独
孤
思
貞
墓
誌
」
）
、
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
玄
孫
独
孤
含
章
〔
Ｂ
⑫
〕
は
左
金
吾
兵

曹
参
軍
（
『
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
）
、
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
の
五
世
孫
独
孤
巨
〔
Ｂ
週
は
右
驍
衛
兵
曹
参
軍
（
同
上
）
、
に

各
々
就
い
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
唐
代
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず
武
官
に
就
き
終
始
軍
事
に
関
わ
っ
て
い
た
よ

う
に
み
え
る
が
、
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
で
武
官
に
就
い
た
最
も
晩
い
世
代
の
独
孤
巨
〔
Ｂ
旧
〕
は
『
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
五
下
に
よ

る
と
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
（
六
八
七
～
七
四
三
）
の
子
で
あ
り
、
独
孤
及
〔
Ｂ
田
〕
（
七
二
五
～
七
七
七
）
の
兄
で
あ
り
、
本
人
の
生

卒
年
は
直
接
知
る
手
だ
て
は
な
い
が
、
生
年
は
父
独
孤
通
理
〔
Ｂ
皿
〕
と
弟
独
孤
及
〔
Ｂ
型
の
生
年
か
ら
考
え
る
に
、
七
二
五
年

（
開
元
週
）
以
前
、
恐
ら
く
七
○
○
年
（
聖
歴
３
．
久
視
元
）
以
後
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
前
期
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
、

間
違
い
は
な
い
。
独
孤
巨
目
⑬
〕
が
就
い
た
右
驍
衛
兵
曹
参
軍
は
官
品
が
正
九
品
上
で
極
め
て
低
い
点
か
ら
、
彼
の
起
家
官
か
そ
れ

に
近
い
官
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
独
孤
目
〔
Ｂ
型
が
任
官
し
た
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
彼
が
非
常
に
若
い
時
期
に

就
い
た
官
で
あ
ろ
う
。
弟
の
独
孤
及
は
、
七
五
四
年
（
天
宝
旧
）
に
制
挙
に
登
り
華
陰
尉
に
解
褐
し
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
前
に
、

つ
ま
り
唐
前
期
に
独
孤
巨
〔
Ｂ
型
は
右
驍
衛
兵
曹
参
軍
に
就
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
の
推
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、
唐
代

に
武
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
独
孤
義
恭
〔
Ｂ
９
〕
・
独
孤
仁
政
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
独
孤
峻
〔
Ｂ
、
〕
・
独
孤
思
荘
〔
Ｂ
、
〕

・
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
、
〕
・
独
孤
含
章
〔
Ｂ
型
は
み
な
独
孤
巨
〔
Ｂ
旧
〕
よ
り
上
の
世
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
任
官
時
期
は
唐
前
期
と

考
え
得
る
。
逆
に
言
う
と
、
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
唐
後
期
に
は
武
官
に
就
く
も
の
が
な
く
な
り
、
軍
事
に
干
与
し
な
く
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
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③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統

独
孤
伏
留
屯
。
有
居
斤
系
統
は
、
独
孤
伏
留
屯
が
北
魏
の
部
落
大
人
の
地
位
を
占
め
（
『
周
書
』
’
六
独
孤
信
伝
）
、
独
孤
俟
尼
〔
Ｃ

１
〕
が
北
魏
代
和
平
年
間
（
四
六
○
～
四
六
五
）
に
雲
中
郡
か
ら
武
川
鎖
に
移
っ
た
後
、
独
孤
俟
尼
〔
Ｃ
１
〕
の
子
独
孤
庫
者
〔
Ｃ

ｌ ３

２
〕
は
領
民
酋
長
と
な
り
（
同
上
）
、
い
ず
れ
も
部
落
内
の
兵
士
を
統
率
し
た
。
武
川
鎖
に
移
っ
た
独
孤
俟
尼
〔
Ｃ
１
〕
も
史
料
に
お

い
て
直
接
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鎖
が
軍
事
組
織
で
あ
る
以
上
、
鎮
に
お
い
て
軍
事
に
関
わ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
・
独
孤
庫
者

〔
Ｃ
２
〕
の
子
独
孤
信
６
３
〕
は
一
騎
射
を
善
く
す
。
」
と
あ
り
（
同
上
）
、
北
魏
末
期
に
六
鎖
の
乱
平
定
に
寄
与
し
た
爾
朱
氏
の
別

将
・
驍
騎
将
軍
・
安
南
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
五
一
一
一
○
年
（
建
明
元
）
に
は
荊
州
新
野
鎖
将
に
就
き
、
そ
の
後
武
術
将
軍
に
任
命
さ
れ
、

西
魏
に
お
い
て
は
車
騎
大
将
軍
・
儀
同
三
司
・
驍
騎
大
将
軍
・
領
軍
を
経
験
し
た
後
、
五
四
八
年
（
大
統
ｕ
）
に
は
柱
国
大
将
軍
に
昇

る
な
ど
、
数
多
く
の
武
官
を
経
た
（
同
上
）
。
独
孤
信
６
３
〕
は
実
戦
面
に
お
い
て
も
、
五
三
七
年
（
大
統
３
）
に
は
西
魏
の
字
文

泰
に
従
っ
て
弘
農
郡
を
回
復
し
沙
苑
の
東
魏
軍
を
破
り
元
季
海
と
と
も
に
洛
陽
に
入
り
、
翌
五
一
一
一
八
年
（
大
統
４
）
に
は
洛
陽
は
結
局

東
魏
の
手
に
帰
す
が
、
そ
の
間
東
魏
側
の
侯
景
が
包
囲
す
る
中
を
、
洛
陽
城
内
の
金
傭
城
に
拠
っ
て
一
○
数
日
間
防
禦
す
る
な
ど
（
同

上
）
、
東
西
両
魏
の
争
覇
戦
で
そ
の
武
弁
振
り
を
発
揮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
の
子
独
孤
羅
〔
Ｃ
４
〕
は
階
文
帝
代
五
八
一
年
（
開
皇
元
）
に
左
領
左
右
将
軍
に
就
き
、
尋
い
で
左
衛
将
軍
を
経
、

仁
壽
年
間
（
六
○
一
～
六
○
四
）
に
は
左
武
術
将
軍
に
任
官
し
た
（
『
階
書
』
七
九
本
伝
）
・
独
孤
羅
〔
Ｃ
４
〕
の
弟
独
孤
善
〔
Ｃ
４
〕

は
「
騎
射
を
善
く
す
。
」
と
あ
り
（
『
周
書
一
六
本
伝
）
、
西
魏
に
お
い
て
は
五
五
一
一
年
（
廃
帝
元
）
に
驍
騎
大
将
軍
・
開
府
儀
同
三
司

に
任
命
さ
れ
、
北
周
で
は
五
七
七
年
（
建
徳
６
）
に
武
帝
の
北
斉
制
覇
に
参
加
し
た
功
績
に
よ
り
上
開
府
を
授
け
ら
れ
た
（
『
周
書
』

’
六
本
伝
）
。
独
孤
善
〔
Ｃ
４
〕
の
弟
独
孤
寛
〔
Ｃ
４
〕
は
、
楕
文
帝
代
五
八
一
年
（
開
皇
元
）
に
上
開
府
・
右
領
左
右
将
軍
に
就
き

（
『
階
書
七
九
本
伝
）
、
独
孤
善
〔
Ｃ
４
〕
の
子
独
孤
寛
〔
Ｃ
５
〕
は
晴
代
に
左
候
衛
将
軍
に
叙
せ
ら
れ
た
（
『
晴
書
』
七
九
独
孤
纂
伝
）
。
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③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
、
唐
代
の
独
孤
開
遠
〔
Ｃ
６
〕
を
最
後
に
史
料
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
後
辿
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
独
孤
開
遠
〔
Ｃ
６
〕
の
代
ま
で
み
る
限
り
で
は
、
北
魏
代
に
部
落
大
人
で
あ
っ
た
独
孤
伏
留
屯
以
来
、
軍
事
に
依
っ
て
立

つ
伝
統
を
継
承
し
、
晴
代
ま
で
そ
れ
が
残
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統
、
②
独
孤
路
孤
系
統
、
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
の
軍
事
へ
の
関
わ
り
と
学
問
の
習
得
状
況
を

あ
わ
せ
て
比
較
す
る
と
、
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
は
北
魏
代
の
劉
（
独
孤
）
社
生
〔
Ａ
４
〕
ま
で
し
か
辿
れ
ず
人
数
が
少
な
い
が
、
学

問
を
学
ん
だ
も
の
が
み
ら
れ
ず
五
世
代
中
三
代
に
百
一
り
武
官
に
就
き
軍
事
に
関
与
し
て
お
り
、
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
北
魏

代
・
東
西
両
魏
・
北
斉
・
北
周
・
晴
代
に
お
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
持
っ
た
独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
以
外
、
学
問
を
学
ぶ
も
の
が
認
め
ら
れ

ず
唐
代
に
入
っ
て
独
孤
懐
恩
〔
Ｃ
５
〕
一
人
が
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
が
み
ら
れ
る
の
み
で
、
む
し
ろ
軍
事
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
北
魏
代
の
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
と
北
魏
代
か
ら
晴
代
ま
で
の
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
軍
事
を
最
優
先
し
、
学
問

を
下
位
に
お
く
気
風
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。
一
方
、
②
独
孤
路
孤
系
統
は
（
ａ
）
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
の
如
く
北
斉
・
北
周
代
に

生
存
し
た
と
思
わ
れ
る
劉
（
独
孤
）
桃
湯
〔
Ｂ
７
〕
ま
で
し
か
辿
れ
な
い
系
統
が
あ
る
が
、
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
儒
・
仕
祷
系
統
は

末
代
ま
で
、
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
唐
代
末
期
ま
で
各
々
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統
と
③
独
孤
伏
留
屯
・
有

居
斤
系
統
よ
り
数
百
年
長
く
学
問
の
習
得
状
況
及
び
軍
事
と
の
関
わ
り
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統

と
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
に
つ
い
て
み
た
北
魏
代
か
ら
唐
初
ま
で
に
限
っ
て
、
②
独
孤
路
孤
系
統
を
観
察
す
る
と
、
（
ｂ
）
劉

（
独
孤
）
環
儒
・
仕
篤
兄
弟
系
統
の
晴
・
唐
初
の
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
、
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
北
魏
代
の
独
孤
糟
〔
Ｂ
４
〕
、

北
斉
代
の
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
と
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
、
唐
初
の
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
如
く
、
武
官
に
就
い
た
り
軍
事
行
動
に
参
加

す
る
一
方
、
学
問
を
学
ん
だ
文
武
両
道
に
通
じ
た
人
が
み
ら
れ
、
（
２
）
独
孤
路
孤
系
統
が
北
魏
か
ら
唐
初
に
か
け
て
、
同
時
期
の
仙

劉
（
独
孤
）
敦
系
統
と
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
に
比
べ
て
学
問
に
対
し
て
熱
心
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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か
か
る
相
違
が
生
じ
た
原
因
は
、
四
九
三
年
（
太
和
Ⅳ
）
に
北
魏
が
洛
陽
へ
遷
都
し
て
か
ら
、
長
く
洛
陽
に
定
住
し
た
か
否
か
、
と

い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統
は
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
６
〕
（
？
～
四
七
四
）
が
「
代
人
」
と
明
記
さ
れ
て

お
り
洛
陽
遷
都
の
一
一
○
年
前
に
死
去
し
て
い
る
（
『
魏
書
』
’
一
一
○
本
伝
）
。
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
６
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
社
生
〔
Ａ
７
〕

（
？
～
五
一
六
）
は
洛
陽
遷
都
。
姓
族
詳
定
・
胡
語
・
胡
服
の
禁
止
な
ど
の
漢
化
政
策
が
実
行
に
移
さ
れ
て
か
ら
約
二
○
年
後
の
五
一

六
年
（
煕
平
元
）
に
死
去
し
て
い
る
が
、
父
親
の
劉
（
独
孤
）
尼
〔
Ａ
６
〕
が
四
七
四
年
（
延
興
４
）
に
没
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、

彼
の
生
年
は
、
最
も
晩
く
と
も
四
七
五
年
（
延
圏
（
５
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
り
に
四
七
五
年
（
延
興
５
）
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、

四
九
三
年
（
太
和
Ⅳ
）
の
洛
陽
遷
都
時
に
は
成
人
に
達
し
て
お
り
、
劉
（
独
孤
）
社
生
〔
Ａ
７
〕
は
、
生
年
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
漢
族

文
化
を
受
容
す
る
波
を
被
る
前
に
成
人
に
到
達
し
て
お
り
、
学
問
を
学
ば
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
、
既
述
し
た
如
く
独
孤
俟
尼
６
１
〕
が
北
魏
代
和
平
年
間
（
四
六
○
～
四
六
五
）
に
移
住
し
た

時
か
ら
、
独
孤
俟
尼
〔
Ｃ
１
〕
の
孫
独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
が
五
一
一
一
一
一
年
（
正
光
４
）
に
沃
野
鎮
民
破
六
韓
抜
陵
が
沃
野
鎮
将
を
殺
害
し
た

の
を
機
に
六
鎮
に
広
が
っ
た
反
乱
を
中
山
郡
に
避
け
る
ま
で
、
約
六
○
年
間
武
川
鎖
に
定
住
し
て
い
た
。
武
川
鎮
が
遷
都
後
の
洛
陽
と

は
対
称
的
に
軍
事
を
偏
重
し
学
問
を
習
う
雰
囲
気
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
力
が
強
く
騎
射
を
得
意
と
し
て
い
た
武
川
鎮
の
雷
紹
が
洛
陽

に
公
用
で
武
川
鎖
か
ら
派
遣
さ
れ
た
時
に
礼
儀
が
あ
で
や
か
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
を
目
賭
し
、
帰
っ
て
か
ら
同
僚
に
、
「
徒
ら
に
辺

備
の
武
を
尚
び
、
以
て
富
貴
を
図
る
を
知
る
。
文
学
の
身
の
宝
な
る
を
識
わ
ざ
り
き
・
世
に
生
ま
れ
て
学
ば
ざ
れ
ば
、
猶
穴
に
慮
る
が

０

一
」
と
し
。
何
れ
の
所
を
か
見
ん
。
」
と
述
懐
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
北
史
』
四
九
本
伝
）
、
窺
え
る
。
独
孤
信
〔
Ｃ
３
〕
自
身
も
あ
る

０

ぃ
は
武
川
鎮
以
外
の
土
地
で
学
問
を
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
武
川
鎮
に
お
い
て
学
問
よ
り
軍
事
を
優
先

す
る
価
値
観
を
身
に
付
け
、
生
誕
地
が
武
川
鎖
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
仮
り
に
武
川
鎮
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
そ
こ
に
長
く
居
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
長
子
独
孤
羅
〔
Ｃ
４
〕
や
西
魏
で
生
ま
れ
た
次
子
の
独
孤
善
〔
Ｃ
４
〕
以
下
、
穆
〔
Ｃ
４
〕
・
蔵
〔
Ｃ
４
〕
・
順
〔
Ｃ

346



４
〕
・
随
〔
Ｃ
４
〕
・
整
６
４
〕
の
諸
子
に
対
し
て
か
か
る
価
値
観
を
鼓
吹
し
た
結
果
、
彼
ら
が
学
問
を
学
ば
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
独
孤
路
線
系
統
は
、
北
魏
代
四
九
三
年
（
太
和
Ⅳ
）
に
平
城
か
ら
洛
陽
へ
遷
都
す
る
以
前
、
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
が
文
武
両
道
に
通

じ
て
い
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
系
統
は
（
ａ
）
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
は
「
劉
仁
之
、
字
は
山
静
、
河
南
洛
陽
の
人
な
り
。
其
の

先
は
代
人
に
し
て
、
洛
に
徒
る
ど
と
あ
り
（
『
魏
書
』
一
八
一
劉
仁
之
伝
）
、
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
儒
・
仕
儒
兄
弟
系
統
は
「
河
南
に

徒
る
。
」
と
あ
り
（
『
新
』
七
一
上
宰
相
世
系
表
一
上
）
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
「
後
魏
の
孝
文
の
洛
陽
に
徒
る
に
従
い
、
河
南
人
と

為
る
凸
と
あ
り
（
『
新
」
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
）
、
洛
陽
遷
都
後
は
洛
陽
に
居
住
し
て
い
た
。
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
以
後
、
独
孤
永

業
〔
Ｃ
Ｌ
、
独
孤
子
佳
〔
Ｃ
８
〕
、
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
ｕ
〕
に
み
る
よ
う
に
軍
事
の
み
を
偏
重
す
る
こ
と
な
く
、
学
問
に
も
目
配
せ
し
て

い
た
の
は
、
彼
ら
が
漢
文
化
受
容
の
中
心
地
で
あ
る
洛
陽
に
定
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
劉
（
独
孤
）
氏
の
学
問
習
得
状
況
や
軍
事
へ
の
関
わ
り
具
合
を
踏
ま
え
つ
つ
、
劉
（
独

孤
）
氏
の
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
状
況
を
章
を
改
め
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
三
章
劉
（
独
孤
）
氏
の
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
状
況

本
章
に
お
い
て
も
、
第
一
章
及
び
第
一
一
章
と
同
様
に
仙
劉
（
独
孤
）
教
系
統
、
②
独
孤
路
孤
系
統
、
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統

に
分
け
て
秘
書
省
官
・
中
諜
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
状
況
を
検
討
し
て
み
る
と
、
最
初
に
気
が
つ
く
こ
と
は
、
叙
上
の
官
に
就

任
し
た
も
の
は
②
独
孤
路
孤
系
統
に
限
ら
れ
、
川
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
及
び
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
に
は
み
ら
れ
な
い
。
以
下
、

②
独
孤
路
孤
系
統
を
第
一
章
及
び
第
二
章
と
同
様
に
、
（
ａ
）
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
、
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
篇
。
仕
筒
兄
弟
系
統

（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
三
系
統
に
分
け
て
考
察
し
よ
う
。
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（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
簡
・
仕
儒
兄
弟
系
統

こ
の
系
統
で
は
、
秘
書
省
官
は
劉
（
独
孤
）
環
儒
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
祷
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
の
七
世
孫
劉
（
独
孤
）
藻
〔
Ｂ
型
が
唐
代
に

秘
書
郎
に
任
官
し
（
『
旧
』
一
七
九
劉
崇
望
伝
）
、
更
に
劉
（
独
孤
）
藻
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
曽
孫
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
が
五
代
後
梁
と
後

唐
に
お
い
て
２
度
に
百
一
り
秘
書
監
に
就
任
し
た
の
が
（
『
旧
五
代
史
』
六
八
・
『
新
五
代
史
』
五
五
各
本
伝
）
、
見
出
せ
る
。
中
書
省
官

は
、
劉
（
独
孤
）
環
篤
〔
Ｂ
７
〕
が
北
斉
代
に
中
書
侍
郎
に
就
き
（
『
旧
』
五
八
劉
政
会
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
環
篤
〔
Ｂ
７
〕
の
九
世
孫

劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
胆
〕
が
唐
末
昭
宗
が
即
位
し
た
八
八
八
年
（
文
徳
元
）
に
中
書
侍
郎
と
同
中
書
門
下
平
章
事
を
兼
任
し
（
『
旧
』

一
七
九
。
『
新
』
九
○
各
本
伝
）
、
更
に
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
温
史
〔
Ｂ
出
〕
が
五
代
後
晋
で
知
制
諾
、
後
周
で

中
書
舎
人
を
歴
任
し
た
（
『
宋
史
」
一
一
六
一
一
本
伝
）
。

尚
書
省
郎
官
就
任
者
は
、
劉
（
独
孤
）
仕
祷
〔
Ｂ
７
〕
の
曽
孫
劉
（
独
孤
）
玄
象
〔
Ｂ
型
が
主
客
郎
中
（
『
新
』
七
一
上
宰
相
世

系
表
一
上
）
、
兄
劉
（
独
孤
）
玄
象
〔
Ｂ
Ⅲ
〕
の
子
劉
（
独
孤
）
奇
〔
Ｂ
ｕ
〕
が
考
功
員
外
郎
（
『
唐
尚
書
省
郎
官
石
柱
題
名
者
』
一

○
）
と
司
封
郎
中
（
同
書
五
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
亀
〔
Ｂ
型
は
礼
部
員
外
郎
（
『
旧
』
’
七
九
本
伝
）
と
兵
部
員
外
郎
（
同
上
）
、
八

八
一
一
一
年
（
中
和
３
）
に
兵
部
郎
中
（
同
上
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
出
〕
は
司
勲
員
外
郎
（
『
旧
」
一
七
九
本
伝
）
と
吏
部
員
外
郎

（
同
上
）
、
劉
（
独
孤
）
崇
魯
〔
Ｂ
型
は
八
九
二
年
（
景
福
元
）
に
水
部
員
外
郎
（
『
旧
』
一
七
九
本
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
温
奥
〔
Ｂ

出
〕
は
五
代
後
晋
に
主
客
員
外
郎
（
『
宋
史
』
一
一
六
一
一
本
伝
）
・
刑
部
郎
中
（
同
上
）
・
都
官
郎
中
（
同
上
）
、
後
漢
で
駕
部
郎
中
（
同

こ
の
系
統
で
は
、
唯
一
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
〔
Ｂ
３
〕
の
曽
孫
劉
（
独
孤
）
仁
之
〔
Ｂ
５
〕
が
、
北
魏
孝
武
帝
代
は
じ
め
に
秘
書

省
著
作
令
と
な
っ
た
の
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
（
『
魏
書
」
八
一
本
伝
）
。

（
ａ
）
劉
（
独
孤
）
殊
暉
系
統
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（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統

こ
の
系
統
で
は
、
秘

少
監
に
任
命
さ
れ
（
肩

（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
総
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
篇
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
は
、
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
者
す
べ
て
を
就

い
た
官
に
関
わ
り
な
く
世
代
順
に
改
め
て
整
理
し
直
す
と
、
劉
（
独
孤
）
環
儒
〔
Ｂ
７
〕
・
劉
（
独
孤
）
玄
象
〔
Ｂ
、
〕
・
劉
（
独
孤
）

奇
Ｈ
〕
・
劉
（
独
孤
）
藻
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
劉
（
独
孤
）
崇
亀
〔
Ｂ
咀
〕
・
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
焔
〕
・
劉
（
独
孤
）
崇
魯
〔
Ｂ
蛆
〕
・
劉

（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
・
劉
（
独
孤
）
温
里
〔
Ｂ
岨
〕
と
な
り
、
北
斉
代
か
ら
五
代
後
晋
に
か
け
て
叙
上
の
官
に
就
い
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
任
官
し
た
時
期
を
み
る
と
、
特
に
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
兄
弟
８
人
が
全
員
科
挙
に
登
第
し
た
劉
（
独
孤
）
崇
亀
〔
Ｂ
焔
〕

兄
弟
以
後
、
三
世
代
に
集
中
し
て
い
る
の
が
目
に
立
つ
。
ま
た
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
篇
〔
Ｂ
７
〕
・
仕
儒
〔
Ｂ
７
〕
の
系
統
で
叙
上

の
官
に
就
い
た
も
の
の
中
に
は
、
劉
（
独
孤
）
環
篤
〔
Ｂ
７
〕
・
劉
（
独
孤
）
玄
象
〔
Ｂ
皿
〕
・
劉
（
独
孤
）
奇
〔
Ｂ
、
〕
・
劉
（
独

孤
）
藻
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
如
く
、
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
を
示
す
明
文
が
な
い
た
め
に
、
第
一
章
で
そ
れ
を
確
認
し
得
な
か
っ
た
人
々
も
含
ま

れ
て
い
る
が
、
彼
ら
も
学
問
を
習
得
し
た
か
ら
こ
そ
、
叙
上
の
い
ず
れ
か
の
宮
に
就
き
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
推
量
が
当
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
第
一
章
で
学
問
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
も
の
と
本
章
で
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
に
就

い
た
の
を
確
認
し
た
も
の
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
以
上
の
い
ず
れ
の
事
柄
も
確
認
で
き
な
い
劉
仕
偽
〔
Ｂ
７
〕
・
劉
（
独
孤
）
坦

〔
Ｂ
８
〕
・
劉
（
独
孤
）
慎
知
〔
Ｂ
⑫
〕
・
劉
（
独
孤
）
髪
〔
Ｂ
旧
〕
を
含
み
は
す
る
が
、
恐
ら
く
北
斉
代
の
劉
仕
篤
〔
Ｂ
７
〕
の
代
以

来
、
連
綿
と
学
問
を
学
び
続
け
、
唐
末
劉
（
独
孤
）
符
の
代
に
至
っ
て
か
ら
科
挙
合
格
者
を
出
し
は
じ
め
、
以
後
五
代
に
か
け
て
科
挙

合
格
者
を
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
者
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
）
、
に
各
々
任
命
さ
れ
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。

秘
書
省
官
就
任
者
は
独
孤
万
齢
〔
Ｂ
３
〕
の
十
一
世
孫
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
が
唐
代
八
一
三
年
（
元
和
８
）
に
秘
書

（
『
旧
』
一
六
八
・
「
新
』
一
六
二
各
本
伝
、
『
朱
文
公
昌
黎
先
生
集
』
二
九
「
独
孤
郁
墓
誌
銘
」
）
、
独
孤
万
齢
〔
Ｂ

349



尚
書
省
郎
官
は
、
独
孤
万
齢
〔
Ｂ
３
〕
の
七
世
孫
独
孤
元
榿
〔
Ｂ
、
〕
が
唐
初
と
思
わ
れ
る
時
期
に
主
客
・
度
支
・
吏
部
の
三
郎
中

を
経
歴
し
（
『
唐
長
安
城
郊
陦
唐
墓
』
「
独
孤
思
敬
墓
誌
銘
井
序
」
）
、
独
孤
万
齢
〔
Ｂ
３
〕
の
九
世
孫
独
孤
冊
〔
Ｂ
型
が
戸
部
員
外
郎

に
就
き
、
（
『
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
）
、
更
に
一
世
代
下
の
独
孤
華
〔
Ｂ
型
が
兵
部
郎
中
を
授
け
ら
れ
（
同
上
）
、
独
孤
万
齢

〔
Ｂ
３
〕
の
十
一
世
孫
独
孤
及
〔
Ｂ
型
が
礼
部
員
外
郎
（
『
新
』
一
六
二
本
伝
・
『
唐
文
梓
』
五
八
崔
祐
甫
「
独
孤
及
神
道
碑
銘
井

序
」
及
び
吏
部
員
外
郎
（
『
文
苑
英
華
』
九
七
二
梁
爾
「
独
孤
及
行
状
」
）
に
任
命
さ
れ
、
同
じ
く
独
孤
価
〔
Ｂ
型
が
司
勲
員
外
郎

（
『
唐
尚
書
省
郎
官
石
柱
題
名
考
』
八
）
と
右
司
郎
中
（
『
新
』
一
五
九
飽
防
伝
）
に
叙
せ
ら
れ
、
独
孤
及
〔
Ｂ
旧
〕
の
二
子
独
孤
朗

〔
Ｂ
型
は
都
官
員
外
郎
（
『
旧
』
’
六
八
本
伝
・
『
李
文
公
集
』
十
四
「
独
孤
朗
墓
誌
」
）
・
虞
部
員
外
郎
（
『
李
文
公
集
』
十
四
「
独

孤
朗
墓
誌
」
）
・
左
司
員
外
郎
（
同
上
）
・
左
司
郎
中
（
同
上
）
を
歴
任
し
、
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
は
八
一
二
年
（
元
和
７
〕
に
考
功
員
外

郎
に
任
ぜ
ら
れ
（
『
旧
』
一
六
八
本
伝
）
、
八
一
三
年
（
元
和
８
）
に
は
駕
部
郎
中
に
就
い
た
（
同
上
）
。
一
世
代
下
の
独
孤
雲
〔
Ｂ

巧
〕
は
吏
部
員
外
郎
に
任
命
さ
れ
（
『
唐
尚
書
省
郎
官
石
柱
題
名
者
』
四
）
、
独
孤
雲
〔
Ｂ
酉
の
弟
独
孤
森
〔
Ｂ
過
〕
は
司
勲
員
外
郎

（
『
重
修
承
旨
学
士
壁
記
』
）
と
庫
部
郎
中
（
同
上
）
に
就
き
、
独
孤
雲
〔
Ｂ
画
〕
の
子
独
孤
損
〔
Ｂ
型
は
戸
部
員
外
郎
に
叙
せ
ら
れ

た
（
『
唐
尚
書
省
郎
官
右
柱
題
名
考
』
十
二
）
。
以
上
み
た
如
く
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
者
は
、
独
孤
華

五
下
）
。
中
書

『
北
史
』
五
三

伝
、
『
朱
文
公

学
士
壁
記
己
。

３
〕
の
十
二
世
孫
独
孤
申
叔
〔
Ｂ
四
が
七
九
九
年
（
貞
元
胆
）
頃
に
制
挙
（
博
学
溺
詞
科
）
に
受
か
り
秘
書
省
校
書
郎
と
な
り

（
『
註
釈
音
辮
唐
柳
先
生
集
』
十
一
「
独
孤
申
叔
墓
砺
」
）
、
独
孤
森
〔
Ｂ
面
〕
が
秘
書
監
を
授
け
ら
れ
た
弓
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表

五
下
）
。
中
書
省
官
は
、
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
が
五
六
二
年
（
天
保
元
）
に
北
斉
に
お
い
て
中
書
舎
人
に
就
き
（
『
北
斉
書
』
四
一
・

「
北
史
』
五
三
各
本
伝
）
、
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
が
八
一
二
年
（
元
和
７
）
に
知
制
諾
に
任
命
さ
れ
（
『
旧
』
一
六
八
・
『
新
』
一
六
二
各
本

伝
、
『
朱
文
公
昌
黎
先
生
集
』
二
九
「
独
孤
郁
墓
誌
銘
」
）
、
独
孤
森
〔
Ｂ
通
〕
が
知
制
諮
及
び
中
書
舎
人
に
補
せ
ら
れ
た
（
「
重
修
承
旨
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最
後
に
小
論
を
締
め
く
く
る
前
に
、
劉
（
独
孤
）
氏
の
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
任
官
状
況
と
軍
事
へ
の
関
わ
り

を
、
叙
上
の
官
へ
の
就
任
者
の
み
ら
れ
な
い
、
家
系
の
上
で
北
朝
代
し
か
辿
れ
な
い
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
、
及
び
唐
初
ま
で
し
か
跡

付
け
ら
れ
な
い
③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統
は
措
く
こ
と
と
し
て
、
叙
上
の
宮
へ
の
任
官
者
を
出
し
且
つ
家
系
が
宋
代
ま
で
存
続
し

〔
Ｂ
咽
〕
及
び
独
孤
及
〔
Ｂ
旧
〕
以
後
、
三
世
代
か
ら
特
に
多
く
輩
出
し
た
。

（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
で
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
を
確
め
た
も
の
の
中
に
は
、
独
孤
元
榿
〔
Ｂ
、
〕
・
独

孤
冊
〔
Ｂ
皿
〕
・
独
孤
華
〔
Ｂ
咽
〕
・
独
孤
価
〔
Ｂ
田
〕
・
独
弧
線
〔
Ｂ
烟
〕
・
独
孤
損
〔
Ｂ
蛆
〕
な
ど
学
問
を
修
め
て
い
る
こ
と
を
示
す

明
文
が
な
い
の
で
第
一
章
で
そ
れ
を
確
認
し
得
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
も
学
問
を
学
び
叙
上
の
官
に
就
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
、
学
問
を
修
め
た
り
秘
書
省
官
、
中
書
省
官
、
尚
書
省
郎
官
に
就
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
人
々
を
、
確

認
で
き
た
事
項
に
関
係
な
く
世
代
順
に
配
列
す
る
と
、
独
孤
稽
〔
Ｂ
４
〕
・
独
孤
翼
〔
Ｂ
６
〕
・
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
・
独
孤
子
佳
〔
Ｂ

８
〕
・
独
孤
元
榿
〔
Ｂ
Ｕ
・
独
孤
思
貞
〔
Ｂ
、
〕
・
独
孤
冊
〔
Ｂ
⑫
〕
・
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
・
独
孤
燈
〔
Ｂ
Ｅ
〕
・
独
孤
及
〔
Ｂ
田
〕
・

独
孤
不
一
〔
Ｂ
田
〕
・
独
孤
万
〔
Ｂ
旧
〕
・
独
孤
正
〔
Ｂ
田
〕
・
独
孤
価
〔
Ｂ
田
〕
・
独
孤
朗
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
独
孤
宴
〔
Ｂ

ｕ
〕
・
独
孤
密
〔
Ｂ
ｕ
〕
・
独
孤
申
叔
〔
Ｂ
烟
〕
・
独
孤
痒
〔
Ｂ
過
〕
・
独
孤
雲
〔
Ｂ
姐
〕
・
独
孤
森
〔
Ｂ
咽
〕
・
独
孤
損
〔
Ｂ
咽
〕
と
な
り
、
’
１５

叙
上
の
官
に
就
い
た
も
の
が
学
問
を
学
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
北
魏
代
の
独
孤
糟
〔
Ｂ
４
〕
以
来
代
々
学
問
弓

を
学
び
続
け
、
北
斉
代
に
中
書
省
官
（
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
）
、
唐
初
に
尚
書
省
郎
官
（
独
孤
元
慣
〔
Ｂ
四
）
を
出
す
が
、
特
に
独
孤

通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
が
七
一
二
年
（
太
極
元
）
に
制
挙
に
登
っ
た
の
を
境
に
、
以
後
科
挙
及
第
者
・
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官

へ
の
就
任
者
を
少
な
か
ら
ず
世
に
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
語



た
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
②
劉
（
独
孤
）
路
孤
系
統
は
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
、
（
ａ
）
劉
（
独
孤
）

殊
暉
系
統
は
北
朝
代
ま
で
し
か
家
系
を
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
考
察
の
対
象
は
残
り
の
宋
代
ま
で
跡
付
け
ら
れ
る
（
ｂ
）
劉

（
独
孤
）
環
篤
・
仕
鶴
兄
弟
系
統
、
並
び
に
唐
代
末
期
ま
で
追
う
こ
と
の
で
き
る
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。

（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
祷
・
仕
祷
兄
弟
系
統
は
、
前
に
第
一
一
一
章
で
出
し
た
結
論
に
し
た
が
う
と
、
北
斉
代
の
劉
（
独
孤
）
環
儒
〔
Ｂ

７
〕
・
仕
篤
〔
Ｂ
７
〕
兄
弟
以
来
末
代
ま
で
学
問
を
学
び
続
け
、
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
酉
の
代
に
至
る
ま
で
に
劉
（
独
孤
）
玄
象

〔
Ｂ
型
。
劉
（
独
孤
）
奇
〔
Ｂ
、
〕
の
如
き
尚
書
省
郎
官
赴
任
者
や
劉
（
独
孤
）
藻
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
如
き
秘
書
省
官
任
官
者
を
出
し
、

劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
巧
〕
が
最
初
の
科
挙
登
第
者
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
科
遂
工
口
格
者
を
数
世
代
に
亘
っ
て
世
に
送
り
、

劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
の
如
き
秘
書
省
官
、
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
四
・
劉
（
独
孤
）
温
里
〔
Ｂ
蛆
〕
の
如
き
中
書
省
官
、
劉

（
独
孤
）
崇
亀
〔
Ｂ
蛆
〕
な
ど
の
尚
書
省
郎
官
へ
の
就
任
者
を
出
し
た
。
軍
事
と
の
関
わ
り
は
、
第
一
一
章
で
論
じ
た
如
く
北
斉
代
以
後
、

こ
の
系
統
に
お
い
て
、
劉
（
独
孤
）
政
会
〔
Ｂ
９
〕
が
晴
代
に
鷹
揚
府
司
馬
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
と
、
劉
（
独
孤
）
循
〔
Ｂ
ｕ
〕
が
唐

代
前
期
に
金
吾
将
軍
に
就
い
た
こ
と
に
見
出
せ
る
の
み
で
、
全
体
的
に
み
て
深
い
も
の
で
は
な
い
。
軍
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
実

に
言
え
る
こ
と
は
、
世
代
の
上
か
ら
み
て
劉
（
独
孤
）
慎
知
〔
Ｂ
皿
〕
以
後
全
く
見
出
せ
ず
、
晩
く
と
も
唐
後
期
の
劉
（
独
孤
）
符

〔
Ｂ
焔
〕
の
代
ま
で
に
は
軍
事
に
手
を
染
め
る
こ
と
を
罷
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
篇
・
仕
篤
兄
弟
系
統

は
、
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
酉
の
代
以
後
、
専
ら
学
問
に
依
っ
て
立
つ
家
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
儒
・
仕
篤
兄
弟
系
統
は
、
劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
画
の
代
以
後
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
就
任

者
を
輩
出
し
た
が
、
皇
帝
に
直
属
し
て
詔
勅
の
起
草
を
掌
る
翰
林
学
士
に
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
ｕ
が
同
系
統
で
は
じ
め
て
唐
末
僖

宗
代
に
就
い
た
の
を
皮
切
り
に
（
『
旧
』
一
七
九
・
『
新
』
九
○
各
本
伝
）
、
弟
の
劉
（
独
孤
）
崇
魯
〔
Ｂ
型
が
恐
ら
く
僖
宗
代
に

（
『
新
』
九
○
本
伝
）
、
下
っ
て
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
が
五
代
後
梁
末
帝
代
九
一
五
年
（
貞
明
元
）
に
（
『
旧
五
代
史
』
六
八
・
『
新
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五
代
史
』
五
五
各
本
伝
）
、
劉
（
独
孤
）
温
曳
〔
Ｂ
旧
〕
は
後
晋
少
帝
代
九
四
四
年
（
開
運
元
）
に
（
『
宋
史
』
二
六
二
本
伝
、
『
旧
五

代
史
』
八
二
晋
書
少
帝
紀
）
各
々
就
任
し
た
が
、
な
か
で
も
劉
（
独
孤
）
崇
望
〔
Ｂ
胆
〕
は
唐
昭
宗
代
八
八
九
年
（
龍
紀
元
）
に
翰
林

学
士
か
ら
宰
相
（
同
中
書
門
下
平
章
事
）
に
進
ん
で
お
り
（
『
旧
』
一
七
九
・
『
新
』
九
○
各
本
伝
、
『
新
」
六
三
宰
相
年
表
下
）
、
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
身
に
付
い
て
い
た
学
問
の
お
蔭
で
あ
ろ
う
。

劉
（
独
孤
）
符
〔
Ｂ
過
〕
の
孫
、
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
は
、
後
世
北
宋
の
文
人
欧
陽
修
か
ら
彼
が
編
集
し
た
『
書
儀
』
が
「
卒

に
発
明
す
る
所
無
し
。
但
だ
其
の
書
を
増
損
す
る
に
因
る
の
み
。
」
（
『
新
五
代
史
』
五
五
本
伝
）
と
辛
口
の
批
評
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ

は
し
た
も
の
の
、
同
時
に
「
儒
者
」
と
目
さ
れ
て
い
た
（
同
上
）
。
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ｅ
が
高
い
教
養
を
誇
る
儒
者
で
あ
る
こ
と

を
自
負
し
て
い
た
こ
と
は
、
後
唐
明
宗
代
に
宰
相
の
位
に
あ
っ
た
農
家
出
身
の
漏
道
が
入
朝
し
た
折
り
に
し
ば
し
ば
振
り
返
る
の
を
み

た
兵
部
侍
郎
任
賛
に
そ
の
理
由
を
訊
か
れ
て
、
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
が
田
舎
の
儒
者
が
農
民
や
牧
童
に
学
問
を
教
え
る
の
に
用
い

た
『
兎
園
冊
』
を
置
き
忘
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
臆
道
を
愚
弄
し
憤
激
を
買
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
（
同
上
）
、
窺
え
る
。
（
ｂ
）

劉
（
独
孤
）
環
儒
・
仕
埼
系
統
は
、
晩
く
と
も
劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
辺
の
代
ま
で
に
は
自
他
と
も
儒
家
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
梼
・
仕
儒
系
統
が
最
初
に
、
そ
し
て
代
々
学
問
を
修
め
る
に
当
っ
て
は
、
通
婚
関
係
・
師
弟
関
係
・
交
友

関
係
の
上
で
接
点
を
確
認
で
き
な
い
が
、
漢
族
士
大
夫
の
手
を
借
り
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
篇
・
仕
稿
系
統
は
、

劉
（
独
孤
）
岳
〔
Ｂ
Ⅳ
〕
以
後
、
末
代
の
劉
（
独
孤
）
几
〔
Ｂ
型
ま
で
代
々
学
問
を
修
め
て
い
た
。
こ
の
系
統
が
「
唐
末
五
代
乱
れ
、

衣
冠
の
旧
族
は
多
く
郷
里
を
離
れ
去
る
。
或
い
は
爵
命
中
絶
し
、
世
系
考
う
る
所
無
し
。
惟
だ
劉
氏
の
み
十
二
代
祖
北
斉
の
中
書
侍
郎

（
劉
〔
独
孤
〕
）
環
椅
自
り
以
下
、
仕
う
る
者
相
継
ぎ
、
世
牒
具
存
す
。
」
と
あ
り
（
『
宋
史
」
二
六
二
劉
煉
伝
）
、
「
北
斉
自
り
本
朝

（
Ⅱ
宋
朝
）
に
至
る
ま
で
の
五
百
餘
年
、
劉
氏
衰
え
ず
。
」
と
あ
る
如
く
（
「
部
氏
聞
見
録
』
十
六
）
、
唐
・
五
代
の
士
大
夫
の
家
が
多

く
途
絶
え
る
中
、
末
代
ま
で
家
系
を
伝
え
る
の
に
最
も
頼
り
と
な
っ
た
の
は
軍
事
的
才
能
で
は
な
く
、
学
問
の
力
で
あ
ろ
う
。

－３５３－



（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
、
第
一
一
一
章
で
論
じ
た
如
く
、
北
魏
代
の
独
孤
糟
〔
Ｂ
４
〕
以
来
、
代
々
学
問
を
学
び
、
北
斉
代
に
独
孤
永

業
〔
Ｂ
７
〕
の
如
き
中
書
省
官
就
任
者
を
出
し
、
唐
初
に
独
孤
元
榿
〔
Ｂ
ｕ
の
如
き
尚
書
省
郎
官
就
任
者
を
出
す
が
、
特
に
独
孤
通

理
〔
Ｂ
⑫
〕
が
七
一
一
一
年
（
大
極
元
）
に
登
っ
た
の
を
境
に
、
以
後
彼
の
子
孫
を
中
心
に
科
挙
合
格
者
・
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚

書
省
郎
官
を
輩
出
し
た
。
軍
事
と
の
関
わ
り
は
、
北
斉
代
に
は
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
の
如
く
実
戦
面
で
活
躍
し
た
り
、
独
孤
子
佳
百

８
〕
の
如
く
武
官
に
就
く
も
の
が
み
ら
れ
、
唐
代
に
入
っ
て
も
武
官
に
就
任
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
部

分
は
前
期
に
集
中
し
た
。
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
最
後
の
武
官
は
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
子
独
孤
巨
〔
Ｂ
ｇ
で
あ
る
が
、
彼
の
兄

弟
に
は
前
に
み
た
如
く
独
孤
燈
〔
Ｂ
型
・
及
〔
Ｂ
旧
〕
・
王
〔
Ｂ
田
〕
・
万
〔
Ｂ
田
〕
・
正
〔
Ｂ
過
〕
の
学
問
に
熱
心
に
励
ん
だ
も
の
が

お
り
、
そ
の
一
人
独
孤
及
〔
Ｂ
⑬
〕
は
唐
後
期
爾
宗
代
七
五
七
年
（
至
徳
２
）
か
ら
七
六
一
年
（
上
元
２
）
ま
で
の
間
に
「
戸
部
尚
書

李
岨
奏
し
て
掌
書
記
と
為
し
、
左
金
吾
衛
兵
曹
参
軍
を
授
け
ん
と
す
。
軍
旅
の
事
は
其
の
好
む
所
に
非
ざ
れ
ば
、
未
だ
幾
も
あ
ら
ず
し

て
初
服
に
返
る
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
唐
文
粋
』
五
八
崔
祐
甫
「
独
孤
及
神
道
碑
銘
井
序
」
）
、
軍
事
関
係
の
仕
事
に
手
を
染
め
る
の
を
忌

避
し
た
。
こ
れ
は
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
が
軍
事
に
関
わ
る
の
を
完
全
に
罷
め
、
独
孤
及
〔
Ｂ
型
以
後
専
ら
学
問
を
以
て
身
を
立

て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
の
場
合
、
北
魏
代
の
独
孤
糞
〔
Ｂ
６
〕
か
ら
北
斉
代
の
独
孤
永
業
〔
Ｂ
７
〕
を
経
て
独
孤
子
佳
〔
Ｂ
８
〕
ま

で
一
一
一
代
に
亘
り
学
問
を
学
ん
で
お
り
親
か
ら
子
へ
学
問
が
授
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
下
っ
て
唐
代
前
期
に
第
一
一
章
で
み
た
如
く

独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
が
独
孤
及
〔
Ｂ
型
に
親
し
く
『
孝
経
』
を
授
け
て
い
る
光
景
に
、
一
一
世
代
間
で
学
問
の
継
受
が
行
な
わ
れ
た
事

実
が
確
認
さ
れ
、
晩
く
と
も
独
孤
通
理
〔
Ｂ
皿
〕
の
代
ま
で
に
は
自
前
で
学
問
教
育
を
施
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
一
一
一
一
口
え
る
。

次
に
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
と
、
他
の
士
大
夫
の
家
と
の
学
問
教
育
上
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
最
も
密
接
な
関
係

と
考
え
ら
れ
る
通
婚
関
係
を
結
ん
だ
家
を
取
り
挙
げ
る
こ
と
が
す
る
。
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
で
確
認
で
き
る
通
婚
関
係
は
す
べ
て
唐
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代
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
こ
れ
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
先
ず
独
孤
思
敬
〔
Ｂ
、
〕
（
？
～
七
○
九
）
の
前
夫
人
は
元
氏
（
六
五
一
～

六
七
七
）
（
河
南
郡
洛
陽
人
）
で
あ
り
（
『
唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
』
「
独
孤
思
敬
墓
誌
」
、
同
「
元
氏
墓
誌
」
）
、
継
夫
人
は
楊
氏
（
六
五
六

～
六
八
七
）
（
弘
農
郡
華
陰
人
）
で
あ
っ
た
（
同
「
楊
氏
墓
誌
一
）
。
そ
の
一
世
代
後
の
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
（
六
八
七
～
七
四
三
）
の
夫

人
は
長
孫
氏
（
六
九
五
～
七
五
八
）
（
河
南
郡
洛
陽
人
）
で
あ
り
（
『
毘
陵
集
』
一
○
「
独
孤
通
理
霊
表
」
）
、
独
孤
通
理
〔
Ｂ
型
の
子

独
孤
及
〔
Ｂ
週
（
七
二
五
～
七
七
七
）
の
夫
人
は
崔
氏
（
博
陵
郡
人
）
で
あ
り
（
『
唐
文
梓
』
五
八
崔
祐
甫
「
独
孤
及
神
道
碑
銘
井

序
」
・
『
毘
陵
集
』
一
二
「
博
陵
崔
氏
故
夫
人
李
氏
墓
誌
銘
」
・
同
二
○
「
祭
亡
妻
博
陵
郡
君
文
」
）
、
独
孤
及
〔
Ｂ
週
〕
の
子
独
孤
朗

〔
Ｂ
ｕ
〕
（
七
七
五
～
八
二
七
）
の
夫
人
は
童
氏
（
京
兆
郡
人
）
で
あ
り
（
『
李
文
公
集
』
’
四
「
独
孤
朗
墓
誌
「
｜
）
、
独
孤
朗
〔
Ｂ
ｕ
〕

の
弟
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
（
七
七
五
～
八
一
四
）
の
夫
人
は
権
氏
（
七
八
五
～
八
一
五
）
（
天
水
郡
略
陽
人
）
で
あ
る
（
『
旧
』
一
六
八
。

『
新
』
一
六
二
各
本
伝
、
『
権
載
之
文
集
」
二
六
「
独
孤
氏
亡
女
墓
誌
銘
井
序
」
）
。
今
、
元
来
胡
族
（
鮮
卑
族
）
で
あ
っ
た
長
孫
氏
に
つ

い
て
は
詳
し
く
論
ず
る
余
裕
が
な
い
の
で
省
く
と
し
て
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
が
唐
代
に
お
い
て
通
婚
し
た
元
氏
・
楊
氏
。
崔
氏
・

章
氏
・
権
氏
の
学
問
習
得
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

元
氏
は
言
う
ま
で
も
な
く
胡
族
（
鮮
卑
族
）
の
北
魏
宗
室
の
系
譜
を
ひ
く
が
、
前
に
私
が
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
北
魏
孝
文

９０

帝
代
か
ら
本
格
的
に
学
問
を
学
び
は
じ
め
、
唐
代
ま
で
代
々
そ
れ
を
継
承
し
て
お
り
、
独
孤
思
敬
〔
Ｂ
、
〕
の
前
夫
人
元
氏
の
父
元
義

端
・
祖
父
元
弘
・
曽
祖
父
元
巌
の
中
、
元
巌
は
「
書
を
読
む
を
好
み
、
章
句
を
治
め
ず
。
」
と
あ
り
（
『
陦
書
』
六
二
本
伝
）
、
学
問
を

ほ
ぼ

学
ん
で
い
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。
独
孤
思
敬
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
継
夫
人
楊
氏
の
父
楊
守
愚
・
祖
父
楊
纂
の
中
、
楊
纂
は
「
略
経
史
を
渉
り
、

尤
も
時
務
に
明
る
し
。
少
く
し
て
玻
邪
の
顔
師
古
・
熾
煙
の
今
孤
徳
葉
と
友
善
た
り
。
大
業
中
、
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
朔
方
郡
司
法
書

佐
を
授
け
ら
る
。
」
と
あ
り
（
「
旧
』
七
七
本
伝
）
、
楊
守
愚
の
兄
楊
守
拙
は
唐
代
に
尚
書
省
郎
官
の
考
功
郎
中
（
『
新
』
七
一
下
宰
相
世

系
表
一
下
、
『
唐
尚
書
省
郎
官
石
柱
題
名
考
』
九
）
、
同
じ
く
楊
若
調
は
倉
部
郎
中
（
『
新
』
七
一
下
宰
相
世
系
表
一
下
、
『
唐
尚
書
省
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郎
官
石
柱
題
名
考
』
一
七
）
と
祠
部
員
外
郎
（
『
唐
尚
書
省
郎
官
石
柱
題
名
考
』
二
二
）
に
各
々
就
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
学
問
を
学

ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
独
孤
及
〔
Ｂ
型
の
妻
崔
氏
は
父
・
祖
父
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
一
族
に
は
進
士
に
登
っ
た
崔
祐
甫

を
は
じ
め
（
『
旧
』
九
九
・
「
新
』
一
四
一
各
本
伝
）
、
学
問
を
修
め
た
も
の
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
独
孤
及
百
田
〕
の
子
独
孤
朗

〔
Ｂ
ｕ
〕
の
夫
人
童
氏
は
、
父
掌
貞
伯
・
祖
父
章
逢
・
曽
祖
父
葦
済
・
高
祖
父
章
嗣
立
、
及
び
葦
嗣
立
の
兄
童
承
慶
の
中
章
済
が
「
早

く
辞
翰
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
（
略
）
『
先
徳
詩
』
を
製
り
、
祖
・
父
の
行
い
を
述
べ
、
辞
致
高
雅
な
り
。
」
と
あ
り
（
『
旧
』
八
八
本
伝
）
、

葦
嗣
立
が
「
少
く
し
て
進
士
に
挙
げ
ら
る
。
一
と
あ
り
『
旧
』
八
八
本
伝
）
、
章
承
慶
が
「
弱
冠
に
し
て
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
雍
王
府

参
軍
に
補
せ
ら
る
。
府
中
の
文
翰
は
、
皆
（
篦
）
承
慶
よ
り
出
づ
。
辞
藻
の
美
は
、
一
時
を
檀
に
す
。
」
と
あ
り
（
「
旧
』
八
八
本
伝
）
、

そ
の
家
に
は
学
問
を
修
め
た
人
々
が
見
出
せ
る
。
独
孤
朗
〔
Ｂ
Ｕ
の
弟
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
の
夫
人
権
氏
は
、
父
が
権
徳
輿
、
兄
弟
が

権
嘘
、
祖
父
が
権
皐
、
曽
祖
父
が
権
睡
、
高
祖
父
が
権
無
待
で
あ
る
が
、
権
徳
輿
は
「
生
ま
れ
て
四
歳
に
し
て
能
く
文
を
属
る
。
七
歳

に
し
て
父
の
喪
に
居
て
、
孝
を
以
て
間
こ
ゆ
。
十
五
に
し
て
文
数
百
篇
を
為
し
、
編
ん
で
『
童
蒙
集
』
十
巻
を
為
し
、
名
声
日
々
に
大

な
り
。
」
（
『
旧
』
’
四
八
本
伝
）
、
「
其
の
文
は
雅
正
に
し
て
弘
博
た
り
。
王
侯
、
将
相
泊
び
当
時
の
名
人
の
蕊
残
す
る
や
、
銘
記
を
以

て
請
を
為
す
者
、
什
の
八
九
な
り
。
時
に
以
て
宗
匠
と
為
す
。
尤
も
書
を
読
む
を
嗜
み
、
寸
景
も
暫
く
倦
む
無
し
、
文
集
五
十
巻
有
り
、

代
に
行
わ
る
。
」
（
同
上
）
と
あ
る
が
如
く
、
学
問
に
幼
時
よ
り
終
始
励
み
そ
の
文
章
は
世
に
歓
迎
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
女
の
兄
弟

権
艫
は
、
「
元
和
初
め
、
進
士
に
擢
か
る
。
」
と
あ
り
、
（
『
新
』
一
六
五
本
伝
）
、
祖
父
権
皐
も
「
少
く
し
て
進
士
を
以
て
貝
州
臨
清
尉

に
補
せ
ら
る
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
旧
』
一
四
八
本
伝
）
、
い
ず
れ
も
科
挙
に
及
第
し
、
更
に
高
祖
権
無
待
は
弟
の
権
若
調
・
権
同
光
と

と
も
に
只
権
若
諏
）
弱
冠
に
し
て
伯
氏
（
権
）
無
待
、
叔
氏
（
権
）
同
光
と
同
に
太
学
に
遊
び
連
り
に
上
第
に
登
る
。
」
と
あ
る
如
く

（
『
権
載
之
文
集
』
三
四
「
梓
州
刺
史
権
公
文
集
序
‐
｜
）
、
３
人
揃
っ
て
科
挙
に
合
格
し
た
。

以
上
検
討
し
た
如
く
、
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
と
通
婚
し
た
元
氏
・
楊
氏
・
崔
氏
・
童
氏
・
権
氏
は
、
い
ず
れ
も
学
問
を
修
め
、
人
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材
を
出
し
た
家
で
あ
る
。
独
孤
氏
が
以
上
の
通
婚
相
手
の
家
か
ら
学
問
を
学
ん
だ
と
い
う
事
実
は
直
接
確
認
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と

も
唐
代
に
お
い
て
学
問
を
修
め
て
い
た
以
上
の
家
と
通
婚
し
て
い
た
以
上
、
漢
族
士
大
夫
間
で
み
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
い
つ
で
も
子

００

弟
へ
の
学
問
教
育
に
お
い
て
以
上
の
五
氏
か
ら
援
助
を
受
け
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
一
一
一
口
え
よ
う
。
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
、

漢
族
士
大
夫
の
学
問
教
育
の
輪
の
中
に
、
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
以
上
述
べ
た
如
く
漢
族
士
大
夫
か
ら
学
問
教
育
上
の
援
助
を
受
け
得
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
事
実
の
上
で

は
逆
に
、
独
孤
及
〔
Ｂ
型
が
唐
後
期
代
宗
代
か
ら
徳
宗
代
に
か
け
て
科
挙
に
及
第
し
た
り
学
術
方
面
で
活
躍
し
た
漢
族
士
大
夫
の
梁

１０

噸
・
高
参
・
崔
元
翰
・
陳
京
・
唐
次
か
ら
「
（
独
孤
）
及
喜
ん
で
後
進
を
襲
抜
す
。
梁
禰
・
高
参
・
崔
元
翰
・
陳
京
・
唐
次
・
斉
抗
の

如
き
は
、
皆
之
に
師
事
す
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
新
』
’
六
二
本
伝
）
、
師
事
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
学
問
は
旧
来
の
漢
族
士
大
夫
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
た
。
独
孤
及
〔
Ｂ
型
の
子
独
孤
郁
〔
Ｂ
ｕ
〕
が
権
氏
を
妻
に
姿
っ
た
の
は
、
「
（
独
孤
郁
）
進
士
の
第
に
擢
か
る
。
尤

も
権
徳
輿
の
称
う
る
所
と
為
り
、
女
を
以
て
之
に
妻
わ
す
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
新
』
一
六
二
本
伝
）
、
そ
の
学
問
が
権
徳
輿
に
認
め
ら

れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
か
か
る
独
孤
及
〔
Ｂ
型
・
独
孤
部
〔
Ｂ
ｕ
〕
父
子
の
姿
か
ら
、
漢
族
士
大
夫
と
と
も
に
対
等
に
学
問
を

共
有
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

独
孤
及
〔
Ｂ
⑬
〕
は
七
五
五
年
（
天
宝
ｕ
）
に
起
き
た
安
史
の
乱
に
遭
遇
し
た
が
、
そ
の
際
「
俄
か
に
属
々
中
原
兵
乱
し
、
地
を
越

に
避
く
。
」
と
あ
る
如
く
（
『
唐
文
梓
」
五
八
崔
祐
甫
「
独
孤
及
神
道
碑
銘
井
序
」
）
、
積
極
的
に
剣
を
以
て
戦
う
こ
と
な
く
華
陰
県
か
ら

南
に
逃
れ
た
。
そ
こ
に
は
嘗
て
軍
馬
に
乗
り
、
華
北
平
原
を
疾
駆
し
た
先
祖
の
武
人
と
し
て
の
気
風
は
、
片
鱗
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
。

（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
は
特
に
独
孤
通
理
〔
Ｂ
ｇ
の
代
以
後
、
秘
書
省
官
・
中
書
省
官
・
尚
書
省
郎
官
就
任
者
を
多
く
出
す
が
、
独

孤
郁
〔
Ｂ
９
〕
が
八
一
○
年
（
元
和
５
）
と
八
一
三
年
（
元
和
８
）
の
二
度
に
亘
り
翰
林
学
士
に
就
き
（
『
旧
』
一
六
八
・
『
新
』
一
六

二
各
本
伝
）
、
独
孤
森
〔
Ｂ
烟
〕
も
同
じ
く
翰
林
学
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
『
重
修
承
旨
学
士
壁
記
』
）
。
更
に
尚
書
省
郎
官
の
戸
部
員
外
郎
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に
就
い
た
経
験
の
あ
る
独
孤
損
〔
Ｂ
蛆
〕
は
唐
末
昭
宗
代
九
○
三
年
（
天
復
３
）
に
宰
相
（
同
中
書
門
下
平
章
事
）
に
昇
っ
た
（
『
旧
』

二
○
上
・
「
新
』
’
○
各
昭
宗
本
紀
）
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
軍
事
的
能
力
に
よ
り
得
た
の
で
は
な
く
、
学
問
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
よ

り
得
ら
れ
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
②
独
孤
路
孤
系
統
の
（
ｂ
）
劉
（
独
孤
）
環
涛
・
仕
儒
兄
弟
系
統
と
（
ｃ
）
独
孤
万
齢
系
統
を
考
察
し
た
如
く
、
劉
（
独
孤
）

氏
は
唐
後
期
に
は
北
朝
時
代
に
お
い
て
振
っ
た
軍
事
的
能
力
に
依
っ
て
身
を
立
て
る
の
で
は
な
く
、
学
問
に
よ
り
官
界
に
立
つ
よ
う
転

身
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
転
身
は
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
恐
ら
く
安
史
の
乱
ま
で
国
内
が
平
和
が
続
い
た
唐
前
期
に
成
し
遂

げ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
劉
（
独
孤
）
氏
は
唐
後
期
に
は
学
問
に
よ
っ
て
官
界
に
し
つ
か
り
を
根
を
下
ろ
し
、
唐
末
に
は

宰
相
を
出
す
に
至
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
旧
来
の
漢
族
士
大
夫
と
寸
分
も
違
う
こ
と
な
く
、
士
大
夫
群
・
官
僚
群
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

姿
を
見
出
す
の
み
で
、
恐
ら
く
当
時
の
漢
族
の
人
々
に
と
り
、
劉
（
独
孤
）
氏
が
嘗
て
胡
族
（
鮮
卑
族
）
で
あ
っ
た
事
実
は
僅
か
に
史

乗
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
日
常
意
識
に
昇
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
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注

Ⅶ
以
下
〔
Ａ
〕
は
、
劉
（
独
孤
）
教
を
起
点
〔
Ａ
２
と
し
て
数
え
た
世
代
数
で
あ
る
。

⑤
以
下
〔
Ｂ
〕
は
、
独
孤
路
孤
を
起
点
〔
Ｂ
０
〕
と
し
て
数
え
た
世
代
数
で
あ
る
。

⑥
劃
（
独
孤
）
環
鰐
〔
Ｂ
７
〕
は
、
『
旧
唐
書
』
五
八
劉
政
会
伝
に
も
名
と
就
い
た
宮
が
み
え
る
。

ｍ
『
新
』
七
一
上
宰
相
世
系
表
一
上
で
は
、
劉
（
独
孤
）
全
成
〔
Ｂ
旧
〕
は
劉
全
誠
と
表
記
さ
れ
、
劉
（
独
孤
）
超
〔
Ｂ
ど
の
子
と
な
っ
て
お
り
、

劉
（
独
孤
）
方
平
〔
Ｂ
皿
〕
は
劉
（
独
孤
）
徴
〔
Ｂ
型
の
子
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
『
唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
八
○
年

⑨
徐
松
『
登
科
記
考
』
五
景
雲
三
年
（
七
一
二
）
（
景
雲
三
年
は
太
極
元
年
と
同
年
）
の
条
、
文
可
以
経
邦
科
の
合
格
者
は
、
独
孤
槽
と
な
っ
て
い

る
が
、
独
孤
槽
の
父
、
祖
父
は
「
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
に
よ
る
と
、
各
々
独
孤
文
恵
・
独
孤
叔
徳
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
『
登
科
記
考
』
五

に
引
か
れ
て
あ
る
独
孤
及
「
贈
秋
書
監
河
南
独
孤
公
霊
表
弓
毘
陵
集
』
一
○
）
に
（
独
孤
）
某
と
謀
が
表
記
さ
れ
て
い
る
登
第
者
の
父
・
祖
父
は

各
々
独
孤
思
陳
・
独
孤
元
慶
と
な
っ
て
お
り
、
『
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
独
孤
思
陳
が
独
孤
思
陳
と
な
っ
て
字
句

に
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
独
孤
思
陳
の
子
独
孤
通
理
で
あ
る
こ
と
に
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

側
独
孤
王
〔
Ｂ
⑬
〕
と
独
孤
万
〔
Ｂ
旧
〕
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、
『
毘
陵
集
』
一
○
「
独
孤
王
墓
誌
」
に
よ
る
と
、
独
孤
丞
〔
Ｂ
四
は
独
孤
通
理

〔
Ｂ
皿
〕
の
第
五
子
で
、
七
六
○
年
（
乾
元
３
）
に
一
一
一
一
一
才
で
死
没
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
に
、
生
年
は
七
三
八
年
（
開
元

加
）
と
な
る
。
他
方
、
『
毘
陵
集
』
一
○
「
独
孤
万
墓
誌
」
に
よ
る
と
、
独
孤
万
〔
８
週
は
独
孤
通
理
〔
Ｂ
⑫
〕
の
第
六
子
で
、
独
孤
王
〔
Ｂ

凪
〕
の
弟
で
あ
り
、
七
六
○
年
（
乾
元
３
）
に
二
九
才
で
死
去
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
と
、
生
年
は
七
三
一
年
（
開
元
凹
）
と

な
る
。
こ
れ
で
は
弟
が
兄
よ
り
先
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
辻
棲
が
合
わ
な
い
。
独
孤
王
〔
Ｂ
⑬
〕
の
享
年
は
、
三
一
一
才
の
誤
り
の
可
能
性
が
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
す
る
手
だ
て
が
な
い
の
で
、
原
文
に
従
っ
て
生
卒
年
を
示
し
て
お
く
。

③
②
①
論
文
参
照
。

②
①
「
元
氏
研
究
’

九
九
三
年
）
参
照
。

②
「
陸
氏
研
究
」
（
京
都
大
学
出
版
会
刊
「
中
国
中
世
史
研
究
続
編
』
未
刊
）
参
照
。

以
下
、
序
の
論
旨
は
小
論
「
北
朝
時
代
の
武
人
官
僚
問
題
」
含
史
林
』
七
六
－
’
’
九
九
三
年
）
参
照
。

①
「
元
氏
研
究
－
北
朝
階
唐
時
代
に
お
け
る
鮮
卑
族
の
文
人
士
大
夫
化
の
一
軌
跡
」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
刊
『
中
国
中
世
の
文
物
』
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㈹
小
論
「
北
朝
階
唐
時
代
に
お
け
る
漢
族
士
大
夫
の
教
育
構
造
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
九
’
三
一
九
九
○
年
）

叩
高
参
以
外
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
梁
爾
壹
新
』
二
○
二
本
伝
「
建
中
初
、
中
文
辞
清
麗
科
、
擢
太
子
校
書
郎
。
」

○
崖
元
翰
『
旧
』
’
三
七
本
伝
「
進
士
擢
第
、
登
博
学
宏
詞
科
。
又
応
賢
良
方
正
・
直
書
極
諌
科
。
三
挙
皆
升
第
。
」

○
陳
京
『
新
』
二
○
○
本
伝
「
（
陳
）
京
善
文
辞
、
常
衰
称
之
、
妻
以
兄
子
、
擢
進
十
一
第
、
遷
累
太
常
博
士
。
一

○
唐
次
『
旧
」
一
九
○
下
本
伝
「
建
中
初
、
進
上
擢
第
。
」

○
斉
抗
『
旧
』
一
三
六
本
伝
「
明
閑
吏
事
、
敏
於
文
学
。
」

（
補
注
１
）
『
旧
』
一
六
八
独
孤
朗
伝
で
は
独
孤
朗
が
独
孤
郁
の
弟
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
及
び
『
李
文
公
集
』
一
四

「
独
孤
朗
墓
誌
」
で
は
独
孤
朗
は
独
孤
郁
の
兄
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
二
書
に
従
う
。

⑪
『
・
文
苑
英
華
』
九
六
○
梁
爾
「
独
孤
正
墓
誌
銘
」
に
よ
る
と
、
独
孤
正
〔
Ｂ
⑬
〕
は
独
孤
通
理
〔
Ｂ
皿
〕
の
少
子
で
独
孤
及
〔
Ｂ
旧
〕
の
弟
で
あ

り
、
七
七
六
年
（
大
暦
、
）
に
四
六
才
で
世
を
去
っ
て
お
り
、
生
年
は
七
三
一
年
（
開
元
凹
）
と
な
る
が
、
こ
れ
で
は
兄
の
独
孤
王
〔
Ｂ
⑬
〕
（
七

三
八
～
七
六
○
）
は
も
と
よ
り
同
じ
く
そ
の
下
の
兄
独
孤
万
〔
Ｂ
旧
〕
（
七
三
二
～
七
六
○
）
よ
り
も
早
く
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
理
屈
に
合
わ

な
い
。
こ
れ
も
独
孤
王
百
田
〕
同
様
、
現
在
確
か
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

咽
以
下
、
で
〕
は
独
孤
有
居
斤
を
起
点
〔
Ｃ
Ｏ
〕
と
し
て
数
え
た
世
代
数
で
あ
る
。

⑪
周
一
良
「
領
民
酋
長
與
六
州
都
督
」
（
三
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
二
○
、
の
ち
『
魏
晋
南
北
朝
史
論
集
』
所
収
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
一
一
年
）
及

び
厳
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
上
編
四
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
譜
言
研
究
所
、
’
九
六
三
年
）
八
四
八
頁
参
照
。

側
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
論
文
に
お
い
て
も
論
じ
た
。

刷
引
、
公
刊
と
夢
卿
○

②
①
論
文
参
照
。
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本
系
図
は
、
仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統
は
『
魏
書
』
三
○
劉
尼
伝
・
同
三
○
劉
社
生
伝
、
②
独
孤
路
孤
系
統
は
、
（
ａ
）
劉
（
独
孤
）

殊
暉
系
統
が
『
魏
書
』
八
三
上
劉
殊
嘩
伝
・
同
八
三
上
劉
求
引
伝
・
同
八
三
上
劉
爾
頭
伝
・
『
北
史
』
二
○
劉
仁
之
伝
、
（
ｂ
）
劉
（
独

孤
）
環
稿
・
仕
涛
兄
弟
系
統
は
『
新
』
七
一
上
宰
相
世
系
表
一
上
・
『
旧
五
代
史
』
六
八
劉
岳
伝
・
『
新
五
代
史
』
五
五
同
伝
当
宋

史
』
二
六
二
劉
温
曳
伝
・
同
二
六
二
劉
焔
伝
・
同
二
六
二
劉
俸
伝
・
同
二
六
二
劉
几
伝
・
『
那
氏
聞
見
録
』
一
六
、
（
Ｃ
）
独
孤
万
齢
系

統
は
「
新
』
七
五
下
宰
相
世
系
表
五
下
、
③
独
孤
伏
留
屯
系
統
は
『
周
書
』
一
六
独
孤
信
伝
・
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本

腱
編
』
第
八
冊
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
）
所
収
の
「
独
孤
信
墓
誌
」
・
『
陦
書
』
七
九
独
孤
羅
伝
を
各
々
参
照
し
、
作
成
し

た
。
左
側
の
数
字
は
、
０
の
世
代
を
起
点
に
数
え
た
世
代
数
で
あ
る
。
通
婚
関
係
は
行
論
に
必
要
な
も
の
だ
け
に
と
ど
め
、
典
拠
は
、

本
文
中
に
記
し
た
の
で
こ
こ
で
は
注
記
し
な
い
。
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劉
（
独
孤
）
氏
系
図

仙
劉
（
独
孤
）
敦
系
統

■
一
式

教
Ｉ
ロ
ー
雲
Ｉ
尼
池

０
１
２
３
４

②
独
孤
路
孤
系
統

０
１
２
３
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③
独
孤
伏
留
屯
・
有
居
斤
系
統

仇留屯

緬
Ｉ
繩
－
鰭
－
臆

０
１
２
３
４
５ 勝又 ｛汕Ｉ鵬
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